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●７月１日からマイナンバーカードで
　コンビニ交付開始　　　　　　　　　P４
●石岡市職員採用試験　　　　　　　　P６
●台風や集中豪雨での土砂災害に注意　P９
●市民の安全で平穏な生活の確保を
　～石岡市暴力団排除条例～　　　　　P10

石岡の『今』を伝える　

市の人口と世帯　77,203人（前月比▲50人）　男 38,263人　女 38,940人　世帯数 30,495世帯   【７月１日現在】

特集  夏だ！梨を食べよう！



夏だ！梨を食べよう！
―― 夏を代表する果物の一つ、梨。 
皆さん、梨にはどんなイメージがありますか？
果物のなかでは地味？
買わないけど、よくもらう？
甘かったり、酸っぱかったり？
身近すぎてイメージすら浮かばないなんて人もいるかもしれませんね。 
そんな梨ですが、茨城県は梨の生産量が全国２位なんです。
また、石岡市は県内でも有数の梨の産地。
今回は、そんなわがまちの果物「梨」にスポットを当てました――。

石
岡
市
の
梨 

　　
　

岡
市
は
水
は
け
の
良
い
台
地

　
　

に
恵
ま
れ
、
昔
か
ら
梨
の
生

産
が
盛
ん
で
す
。
幸
水
、
豊
水
、

あ
き
づ
き
、
新
高
。
す
べ
て
梨
の

品
種
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
、
い
く

つ
分
か
り
ま
す
か
。
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
、
季
節
を
追
う
よ
う
に

様
々
な
種
類
の
梨
が
味
わ
え
る
の

も
果
物
が
豊
富
な
石
岡
市
だ
か
ら

こ
そ
。
最
近
で
は
、
茨
城
県
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種
で
あ
る
「
恵け

い
す
い水

」

と
い
う
梨
が
糖
度
が
高
く
大
き
な

梨
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。 

　

石
岡
市
管
内
の
農
協
（
以
下

J
A
）
で
あ
る
J
A
新
ひ
た
ち

野
と
J
A
や
さ
と
の
梨
部
会
は
、

ど
ち
ら
も
県
の
銘
柄
産
地
指
定
を

受
け
て
い
て
、
都
内
の
中
央
卸
売

市
場
で
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
石
岡
市
で
生
産
さ
れ
た
梨
は

東
京
都
や
神
奈
川
県
、
遠
く
は
宮

城
県
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ

な
た
の
近
所
で
育
っ
た
梨
が
、
今

頃
、
都
会
の
ど
こ
か
の
食
卓
に
並

ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

　
　
　い
し
お
か
フ
ル
ー
ツ

　
　
　
　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　
　

岡
市
の
梨
は
、
近
年
新
し
い

　
　

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
「
い
し
お
か
フ
ル
ー

ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
産
地
で
の
栽

培
技
術
指
導
を
徹
底
さ
せ
な
が
ら

高
い
選
定
基
準
を
設
け
、
そ
れ
ら

を
満
た
し
た
高
品
質
な
果
実
を
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
と
し
て
取
り
扱

い
、生
産
者
や
J
A
、筑
波
大
学
、

県
、
市
が
連
携
し
て
産
地
全
体
の

活
性
化
を
目
指
し
て
い
く
取
り
組

み
で
す
。

　

対
象
は
、
梨
・
ぶ
ど
う
・
柿
の

３
品
目
で
す
が
、
そ
の
な
か
で
も

梨
は
取
り
組
み
生
産
者
が
一
番
多

く
活
気
を
見
せ
て
い
ま
す
。
県
の

土
浦
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
の
職
員
や
筑
波
大
学
の
学
生

た
ち
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
東
京
都

内
や
市
内
の
梨
選
果
場
な
ど
で
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

 

そ
し
て
、
つ
い
に
今
夏
「
い
し

お
か
フ
ル
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
、
前
述

の
両
J
A
が
協
力
し
て
商
品
化

し
た
新
ブ
ラ
ン
ド
・
石
岡
市
産
高

級
梨
「
あ
り
の
み
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。 

石
岡
市
の
梨

　
　
　

　
　
　い
し
お
か
フ
ル
ー
ツ

　
　
　
　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

石

石

▲筑波山系から続く肥沃な大地と温暖な気
候が野菜や果物が育ちやすい環境をつくり
ます

▲筑波大生らが生産者の皆さんへパンフレッ
トデザインの発表をしました

▲県の普及センター職員による指導

広報いしおか８月１日号　№２６０　　２　　　　　　　　



新
ブ
ラ
ン
ド

　
　「あ
り
の
み
」 

っ
て
？ 

　
　
　

り
の
み
」と
い
う
名
称
は
、

　
　
　

梨
の
別
名
か
ら
取
っ
た
も

の
で
す
。
昔
の
人
は
、
梨
の
「
な

し
」
と
い
う
響
き
が
「
無
し
」
に

聞
こ
え
る
こ
と
か
ら
、
縁
起
を
か

つ
い
で
「
な
し
」
を
「
有
り
」
と

言
い
替
え
て
「
有
り
の
実
」
と
呼

ん
だ
そ
う
で
す
。
今
回
の
新
商
品

の
名
称
も
贈
ら
れ
た
方
へ
吉
事
が

あ
り
ま
す
よ
う
に
と「
あ
り
の
み
」

と
名
付
け
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
幸
水
」「
恵
水
（
茨

城
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
）」
の
高

糖
度
で
大
玉
の
果
実
を
「
あ
り
の

み
」
と
し
て
取
り
扱
い
、
８
月
下

旬
か
ら
９
月
中
旬
に
か
け
て
石
岡

市
内
の
梨
選
果
場
で
販
売
さ
れ
ま

す
。
石
岡
市
産
高
級
梨
の
名
に
恥

じ
ぬ
よ
う
、
今
ま
さ
に
生
産
者
た

ち
は
最
後
の
出
荷
前
の
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　「あ
り
の
み
」
は

　
　
　
　産
官
学
連
携
の
結
晶　

　
　

た「
あ
り
の
み
」の
パ
ッ
ケ
ー

　
　

ジ
に
も
注
目
し
て
く
だ
さ

い
。
デ
ザ
イ
ン
は
筑
波
大
学
が
担

当
し
、
梨
の
実
の
輝
く
「
白
」
を

基
調
色
と
し
て
い
ま
す
。
中
央
に

配
置
さ
れ
た
「
あ
り
の
み
」
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
が
、
高
級
果
実
に
相
応

し
い
輝
き
を
放
ち
、
今
ま
で
に
は

な
い
石
岡
市
の
梨
の
新
し
い
風
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

　

栽
培
技
術
の
指
導
が
実
を
結

び
、
２
つ
の
J
A
が
協
力
し
て

誕
生
さ
せ
た
「
あ
り
の
み
」。
高

糖
度
で
大
玉
の
も
の
を
厳
選
し
た

特
級
品
で
す
。
産
官
学
連
携
の
結

晶
で
あ
る
新
ブ
ラ
ン
ド
「
あ
り
の

み
」
に
、
こ
の
夏
ぜ
ひ
注
目
し
て

く
だ
さ
い
！ 

※
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※
価
格
帯
は
一
玉
7
0
0
円
〜

1
2
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ 

・
J
A
新
ひ
た
ち
野 

ひ
た
ち
野

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

☎
5
6
・
5
8
0
2

・
J
A
や
さ
と 

営
農
流
通
セ
ン

タ
ー

☎
4
4
・
1
6
6
1

・
農
政
課

☎
4
3
・
1
1
1
1

　
　
　
　
　
（
内
線
1
1
5
2
）

「
あ

　
　
　

　
　
　「あ
り
の
み
」
は

　
　
　
　産
官
学
連
携
の
結
晶

　
　
　
　産
官
学
連
携
の
結
晶

ま
「ありのみ」取扱場所 
JA 新ひたち野　石岡梨選果場
☎ 24-0716 
JA やさと　　   小幡梨選果場
☎ 42-3913 
JA やさと　　　園部梨選果場
☎ 46-3979 

ありのみってど
んな意味がある
のかな？

市内の　　生産者　足立正徳さん

梨づくり 14年目。日々勉強中です
――梨づくりへの思いは？　
　毎年、目標を決めてはいますが、満足いくこと
がありません。良いものを作って、皆さんにおい
しく食べてもらいたい気持ちで梨づくりをしてい
ます。お客様から「おいしかった」などといった
声を聞けるのは仕事へのヤル気につながります
ね。ほめられると伸びるタイプなので（笑）
――フルーツプロジェクトに期待することは？
　石岡市を盛り上げたいという思いから、フルー
ツプロジェクトに参加して今年で４年目です。栽
培の段階でひと手間かけて付加価値をつける取り
組みですが、多くの人にお買い求めいただき、石
岡の果物の知名度が上がることを期待していま
す。後継者不足の解消にもつながると思うんです。

梨

▲梨は１年中仕事があるから忙しいと話す足立さん。昨日よ
り今日、今日より明日をモットーに梨づくりに励んでいます

―――特集　夏だ梨を食べよう！

金色に輝く
ロゴマーク

　　　　　　　　３　　広報いしおか８月１日号　№２６０



■問い合わせ
　市民課
　☎ 23‒1111（内線 120）

　平
成
28
年
１
月
か
ら
交
付
が
始

ま
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
っ
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
各
種
証
明
書
を
取
得
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

７
月
１
日
か
ら

　
　
　
　石
岡
市
で
も
開
始

　

外
出
先
か
ら
で
も
、
土
日
祝
日
で

も
大
丈
夫
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
か
ら

で
も
、
証
明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

取
得
で
き
る
証
明
書
は
５
種
類
。
詳

し
く
は
上
記
の
利
用
方
法
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
　
　

   

利
用
す
る
に
は

　
「
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
」

が
搭
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
必
要
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
て
も
、
申
請
時

に
不
要
と
申
し
出
て
い
る
と
コ
ン
ビ

ニ
交
付
を
利
用
で
き
な
い
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

申
請
時
に
不
要
と
申
し
出
た
も
の

の
、
改
め
て
利
用
者
証
明
用
電
子
証

明
書
の
発
行
を
希
望
す
る
場
合
や
、

暗
証
番
号
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参

の
上
、
ご
自
身
で
市
役
所
窓
口
ま
で

ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

▶▶▶利用店舗
セブンイレブン・ローソン・ファミリーマート・セイ
コーマート・サークルＫサンクス・イオンリテール・
セーブオン・Ａコープ北東北・エーコープ鹿児島

▶▶▶コンビニで取得できる証明書

▶▶▶コンビニ交付はとっても簡単！画面の案内に従って進めばＯＫ

▶▶▶利用時間
午前 6時 30 分～午後 11 時
土日祝日も可。年末年始は休止

1住民票（謄本・抄本）
2印鑑証明書
3所得証明書
4課税（非課税）証明書
5納税証明書
※軽自動車の住所証明書・納税証明書、マイナンバー入
　りの住民票は取得できません。

各300円（1通）

▲マルチコピー機の行政
サービス画面にタッチ

ステップ１

▲マイナンバーカードを
設置

ステップ２

▲４ケタの数字のパス
ワード（利用者証明用電
子証明書用）を入力

ステップ３

▲証明書を選ぶ

ステップ４

➡ ➡ ➡

➡

マイナンバーカードで
コンビニ交付

７月１日から

開始

広報いしおか８月１日号　№２６０　　４　　　　　　　　

マイナンバーカードで
　　　　　　コンビニ交付の利用方法



1

2

3

4

　

今
後
は
、
窓
口
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
住
所
証
明
書
・

納
税
証
明
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に

対
応
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
窓
口
で

取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

い
し
お
か
市
民
カ
ー
ド
は

　
　大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

　

自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
た
め
に
必

要
な
「
い
し
お
か
市
民
カ
ー
ド
」
は
、

自
動
交
付
機
の
撤
去
後
も
窓
口
で
の
印

鑑
証
明
書
の
交
付
や
印
鑑
登
録
に
関
す

る
手
続
き
を
行
う
時
に
必
要
で
す
。

　

誤
っ
て
捨
て
た
場
合
は
、
印
鑑
の

再
登
録
が
必
要
で
す
。
そ
の
場
合
は

市民カードは、窓口で印鑑証
明を発行するときに必要です。
大切に保管してくださいね。

自動交付機の利用が
9 月末で終了します

ご注意ください！
コンビニ交付開始に伴い

９
月
末
で
自
動
交
付
機
が
廃
止
に

な
る
の
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
作
成
し
た
マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
。

自動交付機がなくなっても、
市民カードは捨てないでね！

＜マイナちゃん 4コマ漫画＞

▶下記の場所に設置されていた自動
交付機の利用が、マイナンバーカー
ドによるコンビニ交付開始に伴い、
9月末で終了します。

〈設置場所〉
・市役所・八郷総合支所
・まちかど情報センター
・東地区公民館
・城南地区公民館

これで自動交付機
がなくなっても、
コンビニで証明書
がとれるぞ！

あれ？自動交付機
がなくなるなら、
「いしおか市民
カード」は、もう
いらないのかな？

ちょ、ちょっと
待った !!
マイナちゃん !
「市民カード」
は捨てないで

いらない…？

マイナンバー
カード
ゲット !

3

そうなの？
でも、どうして？

「市民カード」は
印鑑登録に関す
る手続きで必要
なんだ！

そっか ! カードに
よって使い道が違
うんだね！
市民カードも大切
に持っておくね

再
発
行
手
数
料
と
し
て
５
０
０
円
か

か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・web サイトからも申請できま
す。詳しくはこちら。（初回申
請は無料）
石岡市ＨＰ・マイナンバーカード
　http://www.city.ishioka.lg.jp/
page/page003326.html

ＱＲコードから
も確認できます

マイナンバーカードを申請するには

※マイナンバーカードを窓口
に提示しても印鑑証明書は取
得できません。

　　　　　　　　５　　広報いしおか８月１日号　№２６０
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職  

種

採
用
予
定

人
員

受　
　
　
　

験　
　
　
　

資　
　
　
　

格

　一般事務職

Ａ
（大卒）

17 名程度

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
人

Ｂ（短大卒・
高卒）

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高

等
学
校
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

た
だ
し
、
一
般
事
務
職
Ａ
（
大
卒
）
に
該
当
す
る
人
を
除
く
。

身体障がい者対象

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等

学
校
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

自
力
に
よ
り
通
勤
で
き
、
か
つ
、
介
護
者
な
し
に
事
務
職
と
し
て
の
職
務
の
遂

行
が
可
能
な
人
で
次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

②
通
常
の
勤
務
時
間
（
原
則
と
し
て
週
38
時
間
45
分
、
１
日
７
時
間
45
分
）
に

対
応
で
き
る
人

③
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る
人

保育士

１名
程度

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

保健師

１名
程度

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

建築技師

１名
程度

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
１
級
建
築
士
ま
た
は
２
級
建

築
士
の
資
格
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得

見
込
み
の
人

消防職

３名程度

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等

学
校
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人
（
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
、

ま
た
は
平
成
28
年
度
救
急
救
命
士
国
家
試
験
受
験
予
定
の
人
を
含
む
）

※
火
災
や
救
急
現
場
で
の
活
動
に
従
事
す
る
た
め
、
受
験
資
格
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
お
お
む
ね
次
の
項
目
に
該
当
す
る
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

消
火
や
人
命
救
助
な
ど
の
災
害
活
動
に
必
要
な
体
力
を
有
す
る
人
で
、
視
力

（
矯
正
視
力
を
含
む
）
が
両
眼
で
０
・
７
以
上
、
か
つ
、
一
眼
で
そ
れ
ぞ
れ
０
・

３
以
上
で
あ
り
赤
色
、
青
色
お
よ
び
黄
色
の
色
彩
の
識
別
が
で
き
、
聴
力
は

左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と
。

第１次試験 ９月18 日日

試験会場 　八郷総合支所

募集期間　8 月１日月～ 25 日木

石岡市職員採用試験職 員
募 集

職種、採用予定人員および受験資格

◎受験資格を満たしていても、下記のいずれかに該当する人は受験できません。

①日本国籍を有しない人
②成年被後見人または被保佐人
③禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの人
④本市職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過していない人
⑤日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、または
これに加入している場合

※資格、免許を要する職種は、それらを取得できない場合は、採用資格を失います。
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受
験
手
続

◆
申
込
用
紙
な
ど
の
請
求

・
郵
便
に
よ
る
請
求

　

封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
申
込

用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
大
き

さ
に
見
合
う
切
手
を
貼
っ
た
、
返

送
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン 

ロ
ー
ド

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
出
力
す
る

場
合
は
、
Ａ
４
判
縦
、
白
地
の
紙

項　

目

方
法

内　

容

第１次試験

全職種

教養試験

択一式
（120 分）

筆
記
試
験
と
し
、
公
務
員
と
し
て
必
要

な
一
般
知
識
・
知
能
な
ど
に
つ
い
て
の

問
題
を
出
題
し
ま
す
。

作文試験

課題
（60 分）

文
章
に
よ
る
表
現
力
、
課
題
に
対
す
る

理
解
力
な
ど
の
記
述
試
験
を
行
い
ま
す
。

※
全
職
種
に
つ
い
て
、
適
応
性
検
査
お
よ
び
集
団
面
接
を
行

い
ま
す
。

※
保
育
士
・
保
健
師
・
建
築
技
師
に
つ
い
て
は
、
別
に
専
門

試
験
が
あ
り
ま
す
。

※
消
防
職
に
つ
い
て
は
、
別
に
体
力
試
験
が
あ
り
ま
す
。

第２次試験
10
月
下
旬
以
降
、
口
述
試
験
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
採
用
試
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

試験の方法

（
感
熱
紙
は
不
可
）
に
黒
色
で
縮

小
・
拡
大
を
行
わ
ず
印
刷
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法
　

　

申
込
用
紙
に
所
要
事
項
を
記
入

し
、
市
役
所 

本
庁
総
務
課
に
持

参
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
で
の
申
し
込
み
は
、
封
筒

の
表
に
「
採
用
試
験
申
込
」
と
朱

書
き
し
、
確
実
な
簡
易
書
留
な
ど

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。そ
の
際
、

82
円
切
手
を
貼
っ
た
返
送
先
明
記

の
返
信
用
封
筒
（
受
験
票
送
付
用
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間
　

８
月
１
日
（
月
）
～
25
日
（
木
）

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
は
、
募
集
期
間
内

の
消
印
有
効

◆
申
込
書
類　

1
採
用
試
験
申
込
書

₂
履
歴
書
兼
身
上
書
・
自
己
推
薦
書

₃
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込

証
明
書
（
最
終
学
歴
の
も
の
）

₄
身
体
障
が
い
者
対
象
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
写
し

◆
申
込
用
紙
請
求
・
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

〒
３
１
５­

８
６
４
０　

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１　

石
岡
市
役
所 

総
務
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
５
１
）

　

http://w
w

w
.city.ishioka.

lg.jp/

※
詳
し
く
は
、
採
用
試
験
案
内
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
案
内
は
、
市

役
所 

本
庁
総
務
課
お
よ
び
支
所
総

務
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き

ま
す
。

私たちと一緒に

石岡市役所職員として働き

ませんか？

笑顔で

頑張りましょう！

ＨＰ
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受
験
手
続

職 

種

採
用
予

定
人
員

受
験
資
格

技術職（土木）（電気）

１名

１
．
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
7
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

２
．
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

1
大
学
で
、
土
木
・
土
木
（
水
道
）、
電
気
の
い
ず
れ

か
に
関
す
る
専
門
課
程
を
履
修
ま
た
は
履
修
予
定
（
来

春
卒
業
予
定
）
の
人

2
高
校
お
よ
び
専
門
学
校
に
お
い
て
、
土
木
ま
た
は
電

気
に
関
す
る
科
目
を
履
修
し
、
そ
の
後
、
土
木
、
電
気

ま
た
は
水
道
事
業
に
関
す
る
実
務
経
験
が
平
成
29
年
３

月
31
日
に
２
年
以
上
と
な
る
人

3
土
木
ま
た
は
電
気
関
係
以
外
の
大
学
お
よ
び
高
校
を

卒
業
後
、
土
木
、
電
気
お
よ
び
水
道
事
業
に
関
す
る
実

務
経
験
が
平
成
29
年
３
月
31
日
に
３
年
以
上
と
な
る
人

4
第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
以
上
の
資
格
を
有
す
る
人

一般職

１名

１
．
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

２
．
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

1
大
学
卒
業
以
上
（
来
春
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

2
高
校
卒
業
以
上
で
、
一
般
事
務
に
関
す
る
簿
記
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
、
情
報
処
理
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
人

3
高
校
卒
業
以
上
で
、
有
資
格
者
の
も
と
で
簿
記
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
、
情
報
処
理
な
ど
の
実
務
経
験
が
平
成
29

年
３
月
31
日
に
２
年
以
上
と
な
る
人

4
高
校
卒
業
以
上
で
、
一
般
事
務
の
実
務
経
験
が
平
成

29
年
３
月
31
日
に
４
年
以
上
の
人

湖北水道企業団企業職員採用試験
募集期間　8 月１日月～ 9 月５日月

第１次試験 10 月16 日日

試験会場　石岡市消防本部３階会議室

◆
要
項
と
申
込
書 

の
取
得

　

受
験
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w.kohoku.org/

◆
申
込
方
法
　

　

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
直
接

持
参
す
る
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
郵
便
で
申
し
込
む
際

は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
」

と
朱
書
き
し
、
簡
易
書
留
な
ど
の

確
実
な
方
法
で
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※
９
月
５
日
（
月
）
必
着

◆
受
付
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

◆
添
付
書
類
　

①
平
成
28
年
度
湖
北
水
道
企
業
団

企
業
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書

②
上
半
身
写
真
２
枚
（
縦
４
㎝
×

横
３
㎝
）
１
枚
は
「
受
験
申
込
書
」

に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
卒
業
証
明
書
（
最
終
学
歴
）
も

し
く
は
卒
業
見
込
証
明
書

④
修
得
科
目
が
判
断
で
き
る
も
の

（
成
績
証
明
書
等
）

⑤
返
信
用
封
筒
（
縦
23
・
５
㎝
×

横
12
㎝
の
封
筒
（
長
形
３
号
）
に

82
円
切
手
を
貼
付
し
、
返
信
先
を

明
記
す
る
こ
と
）。

⑥
実
務
経
験
が
証
明
で
き
る
書
類

な
ど

※
受
付
期
間
内
に
す
べ
て
の
書
類

が
そ
ろ
わ
な
い
場
合
、
受
験
手
続

き
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
試
験
会
場

１
次
試
験　

石
岡
市
消
防
本
部
３

階
会
議
室

※
２
次
試
験
は
11
月
下
旬
ご
ろ
、

湖
北
水
道
企
業
団
事
務
所
で
行
い

ま
す
。

　

通
常
業
務
は
、
事
務
系
・
技
術

系
を
問
わ
ず
水
道
事
業
全
般
の
業

務
を
全
職
員
で
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
職
種
に
関
わ
ら
ず
あ
ら
ゆ

る
部
署
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。従
っ
て
、将
来
に
わ
た
っ

て
事
務
系
・
技
術
系
そ
れ
ぞ
れ
の

み
に
従
事
す
る
と
い
う
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

湖
北
水
道
企
業
団 

総
務
課　
　

〒
３
１
５-

８
５
２
２　

石
岡
市
田
島
２-

６-

４

☎
２
４
・
３
２
３
２

職種・採用予定人員・受験資格
※
受
験
資
格
を
満
た
し
て
い
て
も
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

②
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

③
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
人

④
日
本
国
憲
法
、
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
て
い
る
場
合

ＨＰ
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土 砂
災 害

台
風
や
集
中
豪
雨
で
の

　
　
　土
砂
災
害
に
注
意
！

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
台
風
の
時
期
は
、
土
石
流
・
地
す
べ
り
・
が
け
崩
れ
な
ど

土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
防
災

意
識
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
日
ご
ろ
の
備
え
を
す
る
こ
と
、
行
政
や
地
域
住
民
同
士

の
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
早
め
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
土
石
流

・「
山
鳴
り
」
と
い
っ
て
、
山
全

体
が
う
な
っ
て
い
る
よ
う
な
音
が

す
る
と
き

・
川
の
水
が
急
に
濁
っ
た
り
、
木

が
流
れ
て
き
た
と
き

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、

川
の
水
が
減
っ
て
い
る
と
き

■
地
す
べ
り

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
た
と
き

・
地
面
の
一
部
が
へ
こ
ん
だ
り
、

盛
り
上
が
っ
た
と
き

・
池
や
沼
の
水
の
量
が
、
急
に
変

わ
っ
た
と
き

・
井
戸
の
水
が
濁
っ
た
と
き

■
が
け
崩
れ

・
が
け
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落

ち
て
き
た
と
き

・
が
け
に
割
れ
目
が
で
き
た
と
き

・
が
け
か
ら
水
が
わ
き
出
て
き
た

と
き

■問い合わせ
防災対策課
☎ 23-1111（内線 258）

こんなときは注意・
避難しましょう！

急な斜面が崩れる▶

山から崩れた土や
石が水と一緒に
なってもの凄い勢
いで流れ下ってく
る▶

やや傾斜のゆるい
斜面が広い範囲に
わたってかたまり
のまま動く▶

▶災害の恐れがある場合、市が避難
勧告や避難指示を出しますので、速
やかに避難してください。発令する
避難情報は三つあります。避難情報
などが出ていない場合でも、危険や
不安を感じた時は自主
避難をしてください。
その際は、事前に市ま
でご連絡ください。

危険です！
今すぐ避難を！！

避難指示
災害発生の危険性が非
常に高い場合に、市民
の皆さんに対して避難
を指示するものです。

避難準備や
自主避難の目安に！

避難準備情報
災害時要援護者など、
特に避難行動に時間を
要する人が、避難行動
を開始しなければなら
ない段階です。

これが出たら
避難を開始！

避難勧告
災害などが発生する恐
れがある場合に、市民
の皆さんに対して避難
場所への避難を促すも
のです。

　
　ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で

　
　
　避
難
経
路
の
確
認
を　

　

市
で
は
、
98
箇
所
が
土
砂
災
害

警
戒
区
域
な
ど
の
指
定
を
受
け
て

い
ま
す
。
区
域
内
や
そ
の
周
辺
地

域
の
人
は
、
市
の
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
県
の
土
砂
災
害

危
険
箇
所
マ
ッ
プ
を
参
考
に
、
避

難
経
路
な
ど
を
再
度
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
26
年
３
月
に
新
た
に
指
定

と
な
っ
た
49
箇
所
は
、
今
年
度
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

土砂災害ハザードマップ

分からないことが
ありましたら、防
災対策課にご確認
ください！
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暴力団
排  除

　
　

暴
力
団
排
除
条
例
の

　
　
　
　

主
な
内
容

市
の
責
務
（
第
４
条
）

　

市
民
等
、
関
係
機
関
及
び
関
係

団
体
と
相
互
に
連
携
協
力
し
て
、

暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

市
民
等
の
責
務
（
第
５
条
）

　

市
民
等
は
、
基
本
理
念
に
の
っ

と
り
、
不
当
な
要
求
に
応
じ
な
い

よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
暴
力
団

の
排
除
に
関
す
る
情
報
を
、
市
及

び
警
察
署
に
提
供
す
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
し
ま
す
。

市
民
等
に
対
す
る
支
援
等（
第
８
条
）

　

市
は
、
市
民
等
が
自
主
的
に
行

う
暴
力
団
の
排
除
の
た
め
の
活
動

の
促
進
を
図
る
た
め
に
、
情
報
の

提
供
、
助
言
、
指
導
そ
の
他
必
要

な
支
援
を
し
ま
す
。

青
少
年
に
対
す
る
教
育（
第
11
条
）

　

中
学
校
に
お
い
て
、
生
徒
が
暴

力
団
の
排
除
の
重
要
性
を
認
識

し
、
暴
力
団
に
加
入
し
た
り
、
暴

力
団
員
に
よ
る
犯
罪
の
被
害
を
受

け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
教
育

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

市
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活
の
確
保
を

―
石
岡
市
暴
力
団
排
除
条
例
―

　

こ
の
条
例
は
、
暴
力
団
が
市
民
等
の
生
活
お
よ
び
事
業
活
動
に
不

当
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
暴
力
団
の
排
除
に
関
し
て

基
本
理
念
を
定
め
、
市
と
市
民
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活
の
確
保
と
社
会
経
済
の
健
全
な

発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市

警 察 市民等
（市民・事業者）

連携・
情報提供

広報・啓発
などの情報提供

暴力団排除のた
めの協力・相談・
情報提供

支援（助言・警戒活動）

相談・情報提供

威
力
利
用
、利
益
供
与
の
禁
止（
第

12
・
13
条
）

　

債
権
の
回
収
や
紛
争
の
解
決
等

に
関
し
て
、
暴
力
団
の
威
力
を
利

用
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、

暴
力
団
に
利
益
の
供
与
を
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

祭
礼
等
の
行
事
か
ら
の
暴
力
団
排

除
（
第
14
条
）

　

祭
礼
な
ど
の
行
事
を
主
催
す
る

者
又
は
そ
の
運
営
に
携
わ
る
者
は

「
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
こ
と
」、

「
運
営
に
関
与
し
よ
う
と
す
る
者

が
暴
力
団
員
で
あ
る
こ
と
を
知
り

な
が
ら
、
こ
れ
を
関
与
さ
せ
る
こ

と
」、「
み
こ
し
等
の
巡
行
に
参
加

し
よ
う
と
す
る
者
、
露
店
を
出
そ

う
と
す
る
者
等
が
暴
力
団
員
で
あ

る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
を

参
加
さ
せ
、
又
は
露
店
を
出
さ
せ

る
こ
と
」を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

行
事
の
主
催
者
等
は
、
行
事
か

ら
の
暴
力
団
の
排
除
の
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

　

市
や
行
事
主
催
者
等
は
、
行
事

参
加
者
等
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
な
ど
は
、
市
を
管

轄
す
る
警
察
署
長
に
、
必
要
な
措

置
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

石
岡
市
安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り
市
民
大
会
を 

開
催
！

▼
暴
力
団
排
除
の
推
進
と
防
犯

等
に
つ
い
て
市
民
の
理
解
や
意

識
を
高
め
、
犯
罪
の
な
い
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
市
、
石

岡
警
察
署
、
市
教
育
委
員
会
が

協
力
し
て
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
20
日
（
土
）　　
　

　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

場
所　

石
岡
市
民
会
館

内
容

・
大
会
（
暴
力
団
排
除
）
宣
言

・
講
演

・
防
犯
活
動
報
告

・
吹
奏
楽
演
奏
（
園
部
中
学
校
・

県
警
音
楽
隊
）

入
場
料　

無
料

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
乗
り
合
い
で

お
出
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
協
働
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
４
１
）
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介
護
保
険
料
額
の
決
定
方
法

　

介
護
保
険
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

額
の
１
～
２
割
を
利
用
者
が
負
担
し

ま
す
。
残
り
の
８
～
９
割
の
う
ち

22
％
相
当
分
を
65
歳
以
上
の
人
の

介
護
保
険
料
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
保
険
料
は
、
前
年
の

所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
特
別
徴
収
の
人
に
は
８

月
上
旬
に「
平
成
28
年
度
介
護
保
険

料
額
決
定
通
知
書
兼
特
別
徴
収
変

更
開
始
通
知
書
」を
送
付
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
な
い
普
通
徴
収
の
人
に
は

８
月
中
旬
に
「
平
成
28
年
度
介
護

保
険
料
額
決
定
通
知
書
兼
納
入
通

知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
各
納
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

普
通
徴
収
の
納
期
と
納
期
限

第
３
期　

８
月
31
日
（
水
）

第
４
期　

10
月
31
日
（
月
）

第
５
期　

12
月
26
日
（
月
）

第
６
期　

平
成
29
年
２
月
28
日（
火
）

介
護
に
関
す
る
心
配
事
が
あ
っ
た

ら
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

介
護
保
険
施
設
を
利
用
し
た

い
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
、
高
齢
者
向
け
に
住
宅
を
改
修

し
た
い
、
車
イ
ス
を
借
り
た
い
な

ど
介
護
に
関
す
る
相
談
・
心
配
事

は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
室　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

介護
福祉

平
成
28
年
度
の
介
護
保
険
料
が
決
定

　
　
　
　
　
　

８
月
上
旬
に
通
知
書
を
郵
送

年
金
天
引
き
の
人
へ

年
金
天
引
き
さ
れ
な
い
人
へ

段

階
状況 所得の基準額 率

     （％）
年額

　　（円）

1
生活保護または老齢福祉年金受給で

世帯全員が非課税 0.45 30,540

世帯全員
が

非課税

合計所得金額 ( ※ 1) ＋
年金収入 ( ※ 2)80 万円以下

2
合計所得金額＋
年金収入 80 万円超～
　　　　　　　　120 万円以下 0.75 50,900

3 合計所得金額＋
年金収入 120 万円超

4
本人が
非課税

（世帯の
誰かは課

税）

合計所得金額＋
年金収入 80 万円以下 0.9 61,080

5 合計所得金額＋
年金収入 80 万円超 １ 67,870

6

本人課税

合計所得金額　  120 万円未満 1.2 81,440
7 〃 120 万円以上 190 万円未満 1.35 91,620
8 〃 190 万円以上 290 万円未満 1.6 108,590
9 〃 290 万円以上 500 万円未満 1.8 122,160

10 〃 500 万円以上 2.1 142,520
※ 1 収入金額から必要経費に相当する金額を控除した金額のことで、扶養控
除や医療費控除などの所得控除をする前の金額。
※ 2 国民年金・厚生年金・共済年金等課税対象となる種類の年金収入額のこと。
障害年金・遺族年金・老齢福祉年金等は含まれません。

　

平
成
28
年
度
か
ら
高
齢
者
の
口

腔
機
能
の
低
下
や
肺
炎
な
ど
の
疾

病
予
防
の
た
め
、
無
料
の
歯
科
健

康
診
査
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
人

　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
で
、
次
の
生
年
月
日
の
人
。

※
対
象
と
な
る
人
に
は
、
８
月
上

旬
に
歯
科
健
康
診
査
の
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

  

①
昭
和
15
年
４
月
１
日
～

　

  

昭
和
16
年
３
月
31
日
生
ま
れ

  

②
昭
和
10
年
４
月
１
日
～

　

  

昭
和
11
年
３
月
31
日
生
ま
れ

  

③
昭
和
５
年
４
月
１
日
～

　

  

昭
和
６
年
３
月
31
日
生
ま
れ

■
実
施
期
間

　

９
月
１
日
（
木
）
～

　
　
　

12
月
31
日
（
土
）

※
歯
科
医
療
機
関
の
休
診
日
を
除

き
ま
す
。

■
受
診
回
数

　

年
度
内
に
つ
き
１
回

■
実
施
方
法

　

案
内
に
同
封
し
て
い
る
「
実
施

歯
科
医
療
機
関
一
覧
表
」
の
中
か

ら
希
望
の
歯
科
医
院
に
予
約
の

上
、
次
の
も
の
を
持
参
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

・
被
保
険
者
証

・
歯
科
健
診
の
案
内

・
受
診
票
（
※
左
半
分
に
あ
る

「
問
診
票
」
は
事
前
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
）

・
健
康
手
帳

・
歯
ブ
ラ
シ

■
健
診
内
容

　

問
診
、
口
腔
内
全
体
の
チ
ェ
ッ

ク
、
口
腔
機
能
評
価
な
ど

■
そ
の
他
の
ご
注
意

　

健
診
費
用
は
無
料
で
す
が
、
健

診
に
引
き
続
き
治
療
を
行
う
場
合

は
別
途
治
療
費
が
か
か
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合  

事
業
課

☎
０
２
９
・
３
０
９
・
１
２
１
２

後
期
高
齢
者
を
対
象
に

無
料
の
歯
科
健
診
を
行
い
ま
す

健診
福祉
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児
童
扶
養
手
当
を
認
定
さ
れ
て

い
る
人
は
、
８
月
中
に
現
況
届
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
手
当
の
認
定
要
件
を
確
認
す

る
た
め
に
現
況
届
が
必
要
で
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
、
８
月
以
降

の
手
当
は
、
届
け
出
が
あ
る
ま
で

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
現
況
届
の
受
付
期
間

８
月
８
日
（
月
）
〜
15
日
（
月
）

※
土
日
祝
日
を
除
く
。

▼
提
出
場
所　

・
市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課

・ 

支
所 

市
民
窓
口
課

▼
提
出
書
類　

・
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

・
養
育
費
に
関
す
る
申
告
書

・
受
給
資
格
確
認
票

※
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
、
提
出

す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
児
童
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

こ
の
手
当
は
、
申
請
が
な
い
場
合

支
給
さ
れ
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
支
給
対
象
と
な
る
児
童

□ 

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
て
い
る

□ 

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
て
い

る
、
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ

る
、
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

□ 

父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１

年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
、
刑
務
所

な
ど
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る

□ 

母
が
未
婚
で
出
産
し
た
、
児
童

を
懐
胎
し
た
当
時
の
事
情
が
不
明

□ 

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら

の
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た

※
支
給
さ
れ
な
い
場
合　

日
本
国

内
に
住
所
を
有
し
な
い
、
児
童
福

祉
法
上
の
里
親
に
預
け
ら
れ
て
い

る
、
父
ま
た
は
母
の
配
偶
者
（
事

実
婚
を
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い

る
、
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
な
ど
。

▼
手
当
の
支
給
額

　

平
成
28
年
８
月
か
ら
、
第
２
子

と
第
３
子
以
降
の
加
算
額
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

全
部
支
給
の
場
合
（
月
額
）

児
童
１
人  【
４
万
２
３
３
０
円
】

児
童
２
人
【
５
万
２
３
３
０
円
】

児
童
３
人
【
５
万
８
３
３
０
円
】

※
２
人
目
１
万
円
、
３
人
目
以
降

６
０
０
０
円
ず
つ
加
算
。

一
部
支
給
の
場
合
（
月
額
）

児
童
１
人

【
９
９
９
０
円
〜
４
万
２
３
２
０
円
】

児
童
２
人
目
の
加
算
額

【
５
０
０
０
円
〜
９
９
９
０
円
】

児
童
３
人
目
以
降
の
加
算
額

【
３
０
０
０
円
〜
５
９
９
０
円
】

▼
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

父
ま
た
は
母
な
ど
の
所
得
が
制

限
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
手
当

の
支
給
が
停
止
に
な
り
ま
す
。
所

得
制
限
額
は
、
扶
養
人
数
な
ど
に

応
じ
て
変
わ
り
ま
す
。
父
ま
た
は

母
が
養
育
費
な
ど
を
受
け
取
っ
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
金
額
の
80
％

を
所
得
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
３
）

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は
、

　
　８
月
中
に
提
出
を

８
月
上
旬
に
通
知
書
を
郵
送

児
童
扶
養
手
当
と
は
？

９
月
10
日
は

　
　「下
水
道
の
日
」

　
「
下
水
道
の
日
」
は
、
昭
和
36

年
に
、
当
時
整
備
の
遅
れ
て
い
た

下
水
道
の
全
国
的
な
普
及
促
進
を

目
的
と
し
て
「
全
国
下
水
道
促
進

デ
ー
」
と
し
て
制
定
さ
れ
た
の
が

始
ま
り
で
す
。

　

ま
た
、
９
月
10
日
と
な
っ
た
の

は
、
下
水
道
の
大
き
な
役
割
の
一

つ
で
あ
る
「
浸
水
の
防
除
」
を

念
頭
に
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
あ

る
２
２
０
日
（
立
春
か
ら
数
え

て
）
が
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
後
、

２
０
０
１
年
（
平
成
13
年
）
に
、

よ
り
親
し
み
の
あ
る
「
下
水
道
の

日
」
と
い
う
名
称
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

下
水
道
の
役
割
と
は
？

　

お
風
呂
や
台
所
、
ト
イ
レ
な
ど

家
庭
か
ら
出
る
汚
水
を
下
水
処
理

場
に
集
め
て
浄
化
し
、
自
然
に
か

え
す
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

児 童
手 当

下水道
の 日

小
中
学
生
を
対
象
に
下
水
道
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

下
水
道
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、
市
内
の
小
中
学
生
を

対
象
に
、「
平
成
28
年
度
下
水
道

促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル
（
茨
城
県

主
催
）」
へ
の
応
募
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
部
門
／
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部

門
、
作
文
部
門
、
書
道
部
門
、
新

聞
部
門
、
標
語
部
門

募
集
方
法
／
市
内
各
小
中
学
校
を

通
じ
て
募
集
。

※
す
べ
て
の
応
募
作
品
は
、
八
郷

総
合
支
所
１
階
市
民
ラ
ウ
ン
ジ
に

10
月
中
旬
ご
ろ
展
示
す
る
予
定
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
２
５
）

平成 27 年度茨城県下
水道促進週間コンクー
ル 絵画・ポスター部
門 知事賞特選作品

広報いしおか８月１日号　№２６０　　１２　　　　　　　　



授
与
対
象

〇
瑞
宝
章
（
ず
い
ほ
う
し
ょ
う
）

　国
家
ま
た
は
、
公
共
に
対
し
功

労
の
あ
っ
た
方
で
、
公
務
等
に
長

年
に
わ
た
り
従
事
し
、
成
績
を
挙

げ
た
方

〇
旭
日
章（
き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う
）

　国
家
ま
た
は
、
公
共
に
対
し
功

労
の
あ
っ
た
方
で
、
功
績
の
内
容

に
着
目
し
、
顕
著
な
功
績
を
挙
げ

た
方

〇
藍
綬
褒
章

　（ら
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う
）

　国
や
地
方
公
共
団
体
か
ら
依
頼

さ
れ
て
行
わ
れ
る
公
共
の
事
務

（
保
護
司
、
民
生
・
児
童
委
員
、

調
停
委
員
等
の
事
務
）
に
尽
力
し

た
方

■
春
の
叙
勲
■

旭日双光章
山口　晟

（元市議会議員）

瑞宝小綬章
関　昭

（元空自幹部学校
主任教官）

瑞宝双光章
山内　直行

（元石岡市消防団長）

瑞宝双光章
石橋　凱

（元公立小学校長）

瑞宝双光章
本圖　亨

（元柿岡中学校長）

藍綬褒章
小松﨑　誠志
（元国勢調査員）

瑞宝双光章
常盤　桂吉

（元石岡市助役）

■
春
の
褒
章
■

藍綬褒章
久保田　寬子
（調停委員）

瑞宝双光章
江畑　隆夫
（元学校医）

瑞宝双光章
山田　恭

（元石岡市消防監）

瑞宝単光章
原田　光男

（元法務事務官）

瑞宝単光章
小松﨑　芳榮

（元国勢調査員）

■
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
■

■
高
齢
者
叙
勲
■

　石
岡
市
か
ら
次
の
方
々
が
永
年

の
功
績
に
よ
り
晴
れ
の
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。 （
順
不
同
・
敬
称
略
）

小松﨑
（元国勢調査員）

常盤　桂吉
（元石岡市助役）

調
停
委
員
等
の
事
務
）
に
尽
力
し

た
方

叙 

勲
褒 
章
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ま のち わ だ い
楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。

　

６
月
20
日
、
葦
穂
小
学
校
（
真
家

好
明
校
長
）
の
４
年
生
、
13
人
が
下

水
処
理
場
を
見
学
し
、
汚
水
を
き
れ

い
に
し
て
恋
瀬
川
に
戻
す
仕
組
み
を

学
び
ま
し
た
。

「
コ
ッ
プ
１
杯
の
牛
乳
を
川
に
流
し

た
ら
、魚
が
住
め
る
水
に
す
る
の
に
、

お
風
呂
11
杯
分
の
水
が
必
要
」
と
話

す
の
は
、
下
水
処
理
場
を
管
理
し
て

い
る
水
ｉ
ｎ
ｇ
株
式
会
社
の
長
澤
さ

ん
。
汚
水
を
浄
化
す
る
た
め
に
は
多

く
の
工
程
が
あ
り
、
微
生
物
の
力
を

借
り
て
き
れ
い
に
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

▲きれいにして川に戻す、下水道の役割を感じてもらえたかな

　　瀬川にきれいな水を戻すまで恋

　

万
が
一
の
水
難
事
故
か
ら
身
を
守

ろ
う
と
、
６
月
２
日
・
３
日
に
石
岡

小
学
校
（
児
島
裕
治
校
長
）
で
は
、

一
般
社
団
法
人
水
難
学
会
の
指
導
員

に
よ
る
「
う
い
て
ま
て
講
習
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

溺
れ
た
時
は
、
無
理
に
泳
が
ず
水

に
浮
い
て
助
け
を
待
つ
こ
と
が
大

切
。
児
童
ら
は
、
組
に
な
り
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
使
っ
て
浮
く
練
習
を
し

ま
し
た
。「
服
を
着
た
ま
ま
だ
と
沈

ん
じ
ゃ
う
か
な
と
思
っ
た
け
ど
、
想

像
以
上
に
体
が
浮
い
て
び
っ
く
り
し

た
」
と
児
童
た
ち
は
話
し
ま
し
た
。

いてまて！着衣水泳講習会を開催浮

▲ペットボトル 1本でこんなに浮くなんて、びっくり

　　イ捨てに心が痛いと、清掃活動ポ

▲吸い殻のポイ捨ては減っていますが、まだまだあるのも事実

　

６
月
３
日
、
石
岡
た
ば
こ
販
売
組

合
（
阪
田
勇
夫
組
合
長
）
は
、
Ｊ
Ｒ

石
岡
駅
周
辺
で
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
人
通
り
が
多
い
駅
前
に
ポ
イ

捨
て
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
拾
う
清
掃
を
年

４
回
行
っ
て
い
ま
す
。

「
た
ば
こ
を
販
売
し
て
い
る
店
の
者
と

し
て
、
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
に
は
心

を
痛
め
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
、
ま

ち
が
き
れ
い
に
な
れ
ば
と
思
い
取
り

組
ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

捨
て
る
の
も
人
な
ら
ば
拾
う
の
も

人
。
あ
な
た
は
ど
ち
ら
の
人
に
な
り

ま
す
か
。

　　小の児童たちが募金活動林

▲車に近づいて、募金を呼びかける子どもたち

　

６
月
上
旬
、
林
小
学
校
（
額
賀
均

校
長
）
の
６
年
生
17
人
が
、
熊
本
地

震
の
被
災
者
を
応
援
し
よ
う
と
校
内

や
街
頭
で
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
思
い
や
り
を
題
材
に
行

わ
れ
た
道
徳
の
授
業
を
き
っ
か
け

に
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
児
童
ら
が
話
し
合
い
、
こ
の

活
動
は
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
は
、

恥
ず
か
し
く
て
小
さ
か
っ
た
声
も
、

次
第
に
大
き
な
声
で
呼
び
か
け
ら
れ

る
よ
う
に
。
約
５
万
円
の
募
金
が
集

ま
り
、
赤
十
字
社
を
通
し
て
熊
本
県

に
送
ら
れ
ま
し
た
。
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▲話しやすい雰囲気づくりのために、矢口さんが持参したハイビスカス ▲まちを知りたい、愛着を持ちたい。まちへの思いが行き交います

まちへの危機感、関心、愛着。ーまちの課題を話し合う「市民討議会」を実施

　

総
合
病
院
が
な
い
と
不
安
。
使
い

や
す
い
公
園
が
欲
し
い
。
ま
ち
が
こ

う
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
暮
ら

し
て
い
る
か
ら
気
づ
く
こ
と
を
話
し

合
う
こ
と
で
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
石
岡
市
で
は

４
年
前
か
ら
、
石
岡
青
年
会
議
所
と

協
働
で
、
市
民
討
議
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

市
民
討
議
会
と
は
、
無
作
為
に
選

ん
だ
市
民
２
０
０
０
人
に
案
内
を
郵

送
し
、
参
加
者
を
募
集
。
集
ま
っ
た

市
民
同
士
で
ま
ち
に
つ
い
て
話
す
と

い
う
も
の
。
今
回
は
10
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
の
参
加
者
が
実
行

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
会
の

運
営
に
携
わ
り
ま
す
。
実
行
委
員
を

務
め
た
昨
年
の
参
加
者
の
矢
口
さ
ん

は
、「
中
心
市
街
地
で
商
売
を
営
ん

で
い
る
と
、
ま
ち
へ
の
危
機
意
識
が

あ
り
ま
す
。
で
も
一
人
で
で
き
る
こ

と
は
と
て
も
小
さ
い
。
ど
う
し
た
ら

良
い
の
か
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
た

く
て
参
加
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

話
し
合
わ
れ
た
内
容
は
、
報
告
書

に
ま
と
め
、
市
の
事
業
づ
く
り
の
検

討
事
項
に
し
て
い
き
ま
す
。

　 　校生も参議院選挙への投票を呼びかけ高

▲子どもたちには風船などを配りました。後ろはめいすいくん
　

７
月
２
日
、
18
歳
へ
選
挙
権
引
き

下
げ
に
伴
い
、
市
内
在
住
の
高
校
生

と
選
挙
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う

若
者
た
ち
に
政
治
や
選
挙
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
。
参
加

し
た
の
は
、
石
岡
市
高
校
生
会
の
水

谷
美
輝
さ
ん
と
遠
原
法
子
さ
ん
。

　

こ
の
日
は
、
イ
オ
ン
石
岡
店
と
石

岡
駅
で
、
７
月
10
日
の
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
の
投
票
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
道
行
く
人
、
一
人
ひ
と
り
に
声

を
か
け
、
一
生
懸
命
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
。

▲協定書を取り交わす今泉市長と小松本氏（右・総合開発協同組合代表）
　

６
月
２
日
、
総
合
開
発
協
同
組
合

と
災
害
時
の
復
旧
活
動
な
ど
の
応
援

に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
昨

今
の
災
害
は
、
関
東
・
東
北
豪
雨
や

熊
本
地
震
な
ど
大
規
模
・
多
様
化
し

て
い
ま
す
。市
で
も
地
震
や
風
水
害
、

土
砂
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

道
路
を
は
じ
め
と
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
一
日
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
す
で
に
石
岡
市
建
設
業

協
会
と
も
同
様
の
協
定
を
結
ん
で
い

ま
す
が
、
こ
の
協
定
に
よ
り
、
さ
ら

に
充
実
し
た
復
旧
活
動
を
図
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

害時の復旧活動の応援協定を結ぶ災
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☎
０
２
９
・
２
９
２
・
０
０
１
０

水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時
／
８
月
23
日
（
火
）
午
前
９

時
30
分
か
ら

内
容
／
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
体

験
授
業
（
自
動
車
整
備
、
建
築
シ

ス
テ
ム
、
電
気
工
事
）
な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
０
２
９
・
２
６
９
・
２
１
６
０

リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
教
室

▼
健
康
づ
く
り
の
た
め
楽
し
く
体

操
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
９
月
13
・
27
日
、
10
月

18
・
25
日
、
11
月
１
・
８
日
、
12

月
13
・
20
日
、
１
月
24
日
、
２
月

14
・
28
日
、
３
月
14
・
28
日
（
火
・

全
13
回
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
員
／
30
人
（
抽
選
）

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
８
月
９
日
（
火
）
〜

16
日
（
火
）
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み
。
月
曜
日
は
休

館
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館

☎
３
５
・
１
１
２
６

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ

市内の月間交通事故件数【６/30 現在】
・発生件数　　 125 件   （－ 8）
・死 者 数          1 人    （  0）
・負傷者数　　 163 人    （－ 14）
・物損事故　　 868 件  （-53）
※（　）内は前年比
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

情報ネット
ワーク

information

第
24
回
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会

▼
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
障
が
い
の

あ
る
人
た
ち
の
体
力
増
進
、自
立
、

社
会
参
加
の
意
欲
を
高
め
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
調
を
深
め

る
た
め
に
行
い
ま
す
。
バ
ザ
ー
も

開
催
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
８
日
（
土
）
午
前
10

時
か
ら
（
雨
天
決
行
）

場
所
／
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

対
象
／
市
内
在
住
で
各
種
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
人
な
ど

※
参
加
希
望
者
は
８
月
26
日（
金
）

ま
で
に
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
７
）

親
子
木
工
教
室

▼
筆
記
用
具
と
も
の
さ
し
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

日
時
／
８
月
20
日
（
土
）
午
前
８

時
30
分
か
ら

場
所
／
つ
く
ば
ね
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生
の
親
子

定
員
／
30
組
（
先
着
）

参
加
費
／
１
人
８
０
０
円（
保
険
・

昼
食
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
代
込
み
）

申
込
方
法
／
８
月
８
日
（
月
）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

つ
く
ば
ね
森
林
組
合

☎
４
４
・
０
１
６
７

初
心
者
弓
道
教
室

▼
弓
道
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
経
験
者
も
歓
迎
。

日
時
／
８
月
26
日
〜
10
月
７
日 

毎
週
火
・
金
曜
日
、
全
13
回 

午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
／
芹
澤
記
念
弓
道
場
（
総
社

２
‐
４
‐
３
）

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

定
員
／
10
人
（
先
着
）

受
講
費
／
２
０
０
０
円
（
保
険
代

含
む
）

申
込
方
法
／
８
月
１
日
（
月
）
〜

８
日
（
月
）
の
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

石
岡
弓
道
会
（
稲
葉
）

☎
０
９
０
・
５
５
８
４
・
７
６
２
８

県
立
農
業
大
学
校
入
学
生

▼
農
業
の
実
践
力
養
成
と
大
学
へ

の
編
入
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
費

用
は
年
額
約
12
万
円
の
授
業
料
ほ

か
入
学
料
や
教
材
費
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

県
立
農
業
大
学
校

募

集
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募

集

親
子
ふ
れ
あ
い
宿
泊
研
修
事
業

日
時
／
９
月
17
日
（
土
）
午
後
２

時
〜
18
日
（
日
）
午
後
１
時

場
所
／
県
立
児
童
セ
ン
タ
ー
こ
ど

も
の
城
（
大
洗
町
磯
浜
町
８
２
４

９
‐
４
）
※
現
地
集
合
・
解
散

対
象
／
母
子
家
庭
の
親
子

定
員
／
80
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
市
町
村
会
長
の
推
薦
）

参
加
費
／
１
世
帯
５
０
０
円

申
込
方
法
／
８
月
19
日
（
金
）
ま

で
に
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
母
子
寡
婦
福
祉
会
（
川
崎
）

☎
２
３
・
８
８
７
４

ひ
ま
わ
り
体
操

日
時
／
９
月
27
日
・
10
月
18
・
25

日
・
11
月
15
・
22
・
29
日
（
火
・

全
６
回
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
／
城
南
地
区
公
民
館

対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

心
疾
患
が
な
く
、
医
師
か
ら
運
動

を
制
限
さ
れ
て
い
な
い
人

内
容
／
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

定
員
／
40
人
（
前
回
参
加
さ
れ
て

い
な
い
人
を
優
先
し
、
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）

講
師
／
木
村
幸
子 

氏

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
８
月
８
日
（
月
）
か

ら
19
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

公
共
施
設
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

▼
公
共
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
考
え
て
い
き

ま
す
。

日
時
／
８
月
26
日
（
金
）
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
15
分

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館

参
加
費
／
無
料

定
員
／
２
０
０
人

申
込
方
法
／
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し

込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
行
革
推
進
課
（
内
線
４
１
１
）

℻
２
２
・
５
２
７
６

  gyoukaku@
city.ish

ioka.
lg.jp

石
岡
地
区
の
皆
さ
ん
へ

御
霊
送
り
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

お
盆
の
供
物
は
、
８
月
16
日

（
火
）
午
前
８
時
ま
で
に
最
寄
り

の
指
定
場
所
に
送
る
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
指
定
収
集
日
に
一
般
集

積
所
に
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
指
定
場
所
に
は
看
板
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
必
ず
指
定
さ
れ
た
所

に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
酒
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
入
っ
た

缶
・
ビ
ン
類
、
ち
ょ
う
ち
ん
や
祭

壇
類
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

※
お
線
香
は
火
災
の
原
因
に
な
り

ま
す
の
で
立
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
４
６
）

お

知

ら

せ
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1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

情報ネット
ワーク

information

木
造
住
宅
（
在
来
工
法
）
を

建
築
す
る
人
へ

①
木
の
住
ま
い
助
成
事
業

▼
市
民
ま
た
は
市
外
か
ら
の
転
入

者
が
木
造
住
宅
（
在
来
工
法
）
を

建
築
す
る
場
合
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
は
、
市
内
の
設
計

事
務
所
へ
の
設
計
監
理
依
頼
・
市

内
工
務
店
へ
の
施
工
依
頼
な
ど
、

一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※
す
で
に
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る

場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
額
／
住
宅
建
築
に
要
す
る
費

用
の
10
％
以
内
で
50
万
円
が
限
度

申
込
締
切
／
平
成
29
年
１
月
31
日

（
火
）

自
己
用
住
宅
を
建
築
す
る

市
外
か
ら
転
入
の
人
へ

②
住
ま
い
づ
く
り
推
進
事
業

▼
市
外
か
ら
の
転
入
者
が
自
己
用

住
宅
を
建
築
す
る
場
合
、
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
は
、
設
計
事
務
所

へ
の
設
計
監
理
依
頼
、
工
務
店
へ

の
施
工
依
頼
、
申
請
者
の
年
齢
な

ど
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
す
で
に
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る

場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
／
市
外
在
住
１
年
以
上
で
、

こ
れ
か
ら
転
入
ま
た
は
転
入
し
て

２
年
を
経
過
し
な
い
人
。

※
申
請
者
の
年
齢
が
満
20
歳
以
上

満
45
歳
以
下
で
あ
る
こ
と
。

補
助
額
／
住
宅
建
築
に
要
す
る
費

用
の
10
％
以
内
で
30
万
円
が
限
度

申
込
締
切
／
平
成
29
年
１
月
31
日

（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
建
築
住
宅
指
導
課
（
内
線
４
２
２
）

平
成
28
年
度
排
水
設
備

主
任
技
術
者
試
験
・
講
習
会

▼
受
講
す
る
に
は
、
住
民
票
や
卒

業
証
明
書
、
受
講
手
数
料
な
ど
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

試
験
日
時
／
10
月
17
日
（
月
）
午

後
１
時
30
分
か
ら

講
習
会
日
時
／
９
月
21
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
／
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

申
込
締
切
／
８
月
16
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
下
水
道
課
（
内
線
１
２
２
５
）

社
会
生
活
基
本
調
査
へ
の

ご
協
力
を

▼
総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
20

日
現
在
で
社
会
生
活
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
市
で
は
４
地
区
ほ

ど
が
調
査
対
象
と
し
て
抽
出
さ
れ

ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に

は
、
10
月
中
旬
ま
で
に
調
査
員
が

伺
い
、
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の

で
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
政
策
企
画
課
（
内
線
２
２
３
）

手
話
通
訳
者
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

▼
市
で
は
、
手
続
き
や
相
談
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
手
話
通

訳
者
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
事
前

に
登
録
す
れ
ば
市
役
所
以
外
の
場

所
に
派
遣
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市
役
所
安
心
し
あ
わ
せ
館

毎
週
月
曜
、
第
１
・
３
・
５
木
曜

八
郷
総
合
支
所　

第
２
・
４
木
曜

※
利
用
時
間
は
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除

く
）
で
、
曜
日
は
変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
６
２
）

℻
２
７
・
５
８
３
５

お

知

ら

せ

平成 28 年熊本地震災害義援金の受付
平成 29 年 3 月 31 日まで延長！
■日本赤十字社への送金
受付場所　社会福祉課、支所総務課
■共同募金会への送金
受付場所　市社会福祉協議会（ひまわ
りの館内、農村高齢者センター内）、
社会福祉課
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「
司
法
書
士
の
日
」
記
念
事
業

無
料
相
談
会

日
時
／
８
月
３
日
（
水
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

場
所
／
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

内
容
／
相
続
、
贈
与
、
会
社
お
よ

び
関
連
す
る
不
動
産
・
法
人
登
記

の
相
談
や
裁
判
、
借
金
、
日
常
の

ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
な
ど

※
事
前
に
各
司
法
書
士
事
務
所
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

費
用
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ

茨
城
司
法
書
士
会

☎
０
２
９
・
２
２
５
・
０
１
１
１

グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

お
し
ゃ
べ
り
会

テ
ー
マ
／
不
妊
に
つ
い
て

日
時
／
９
月
25
日
（
日
）
午
後
２

時
20
分
〜
４
時
20
分

場
所
／
茨
城
県
三
の
丸
庁
舎
（
旧

県
庁
）
１
階
相
談
室

定
員
／
15
人

※
開
催
日
の
４
日
前
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
み
。詳
し
く
は
こ
ち
ら
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
産
婦
人
科
医
会

☎
０
２
９
・
２
４
１
・
１
１
３
０

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

▼
水
戸
地
方
法
務
局
お
よ
び
茨
城

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

高
齢
者
・
障
害
者
に
対
す
る
暴
行
・

虐
待
な
ど
人
権
侵
害
の
相
談
を
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
５
日
（
月
）
〜
11
日

（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時※
土
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

■
問
い
合
わ
せ

水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
９
・
２
２
７
・
９
９
１
９

犬
や
猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

◆
犬
・
猫
を
捨
て
な
い
で
！

　

避
妊
、
去
勢
手
術
を
受
け
、
不

幸
な
命
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◆
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

は
飼
い
主
の
責
務
！

　

登
録
鑑
札
や
注
射
済
証
を
首
輪

な
ど
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
餌
だ
け
与
え
る
の
は
無
責
任
！

　

飼
う
な
ら
責
任
を
持
っ
て
、
周

囲
の
人
へ
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

◆
鳴
き
声
、
悪
臭
に
も
配
慮
！

　

無
駄
吠
え
し
な
い
よ
う
に
し
つ

け
ま
し
ょ
う
。
飼
っ
て
い
る
場
所

は
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
犬
の
放
し
飼
い
を
し
な
い
！

　

散
歩
中
も
引
き
綱
を
必
ず
つ
け

ま
し
ょ
う
。

◆
排
泄
時
の
マ
ナ
ー
を
守
る
！

　

散
歩
中
の
糞ふ

ん
は
必
ず
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

９
月
20
～
26
日
は
動
物
愛
護
週
間

▼
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養
へ

の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
の

週
間
で
す
。適
正
な
給
餌
と
給
水
、

必
要
な
健
康
管
理
な
ど
動
物
の
種

類
や
習
性
を
考
慮
し
た
飼
養
環
境

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

▶施設の機械点検・清掃のため、
臨時休館します。
期間／８月 12 日（金）
　　　　　　　～ 17 日（水）
■問い合わせ
霞台厚生施設組合 白雲荘
☎ 26‐4126

白雲荘  臨時休館

お
詫
び
と
訂
正

▼
７
月
１
日
号
11
ペ
ー
ジ
２
段
目

の
写
真
と
文
章
が
重
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
「
市
民
向
け
に
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
経
済
の
話
な
ど
を

語
る
「
火
曜
茶
論
」
と
い
う
講
座

が
あ
り
ま
し
た
」
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

映
画
「
母
と
暮
ら
せ
ば
」
上
映

日
時
／
８
月
21
日
（
日
）

①
午
後
２
時
開
演

②
午
後
６
時
30
分
開
演

場
所
／
石
岡
市
民
会
館

料
金
／
１
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

新
石
岡
市
を
考
え
る
市
民
の
会

☎
０
９
０
・１
７
３
８
・２
８
７
３（
杉
本
）

相

談

８
月
の
休
日
診
療
（
歯
科
）

変
更
の
お
知
ら
せ

▼
８
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

休
日
診
療
（
歯
科
）
で
す
が
、

８
月
14
日
（
日
）
の
歯
科
診
療
は

福
田
歯
科
医
院
と
な
り
ま
す
。

☎
２
２
・
２
１
１
０
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タウンミーティング　　

タウン
ミーティング
６月 27日開催　
シリーズ 22
秘書広聴課
☎ 23︲₁₁₁₁（内線 212）

団
体

石
岡
市
更
生
保
護
女
性
の
会

の
皆
さ
ん

　

参
加
者
は
17
人
、
座
談
会
方
式

で
行
い
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、
整
備
さ
れ
た
駅

舎
や
、
新
設
予
定
の
﹁
子
ど
も
図

書
館
﹂
な
ど
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
る
上
で
の
環
境
整

備
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

石岡市更生保護女性の会
の皆さんから出された意見

◆ボランティア活動をしている人の悩
みなどを聴いてくれる窓口や担当者が
ほしい。

◆石岡駅が綺麗になり大変便利になっ
た。待ち合わせの際に、お茶が飲めて、
歓談ができる場所があると良い。

◆毎年３月に開催されている「雛めぐ
り」。大変好評で遠方から多くの方々
が訪問されるが、駅からの案内表示が
なく、駐車場も不足しているので整備
して欲しい。

広報いしおか８月１日号　№２６０　　２０　　　　　　　　

 　

昨
日
は
朝
６
時
か
ら
市
内
の
ホ

テ
ル
で
、
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
の
講
師
と
し
て
50
人
ほ
ど

の
前
で
﹁
ス
ー
パ
ー
公
務
員
と
ま

ち
づ
く
り
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
で
話

を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
つ
く
ば
市

や
牛
久
市
な
ど
遠
方
の
方
も
い

て
、
講
話
の
終
了
と
同
時
に
熱
い

感
想
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
か
ら
は
﹁
歯
と
口
腔

の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
﹂
の
記

念
式
典
で
、
会
場
は
ひ
ま
わ
り
の

館
。
石
岡
市
歯
科
医
師
会
の
尽
力

に
よ
り
条
例
化
の
運
び
と
な
り
、

こ
の
日
は
式
典
と
記
念
講
演
に

２
６
０
名
の
市
民
と
関
係
者
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

午
後
４
時
か
ら
は
、
企
業
防
衛

対
策
協
議
会
石
岡
地
区
の
総
会

で
、
市
民
の
安
全
安
心
の
た
め
に

企
業
の
代
表
者
や
幹
部
が
、
警
察

関
係
者
の
講
話
に
耳
を
傾
け
、
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
土
曜
日
の
予
定

は
、
早
朝
か
ら
夕
方
ま
で
連
な
っ

て
い
て
、
そ
の
合
間
に
も
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
挨
拶
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
日
曜
日
は
、
早
朝
か
ら
消

防
団
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
が
あ

り
、こ
ち
ら
は
副
市
長
が
参
列
し
、

私
は
国
府
地
区
公
民
館
で
開
催
の

﹁
市
民
討
議
会
２
０
１
６
﹂
に
出

席
し
、こ
ん
な
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
﹁
市
と
青
年
会
議
所
と
で
開
催

し
４
年
目
に
な
る
市
民
討
議
会
で

す
が
、
昨
年
は
提
言
を
受
け
直
ぐ

に
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
実
現
可
能
な
優
れ
た
も
の
か

ら
参
考
意
見
ま
で
、
内
容
は
色
々

で
し
た
が
、
今
年
は
そ
れ
以
上
の

も
の
を
期
待
し
ま
す
。﹃
住
ん
で

み
た
い
ま
ち
﹄
か
ら
﹃
住
み
続
け

た
い
ま
ち
﹄
さ
ら
に
は
﹃
骨
を
埋

め
た
い
ま
ち
﹄
へ
と
石
岡
の
魅
力

が
高
ま
れ
ば
良
い
で
す
ね
﹂

　

多
く
の
市
民
の
皆
様
が
様
々
な

活
動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
、

こ
の
二
日
間
で
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
諸
活
動
の
根
底
に

は
、
自
ら
を
高
め
て
、
地
域
の
た

め
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
い
う
市

民
と
し
て
の
精
神
が
息
づ
い
て
い

ま
す
。

　

そ
の
市
民
の
思
い
を
集
約
し
た

も
の
が
、
平
成
27
年
10
月
の
合
併

10
周
年
で
定
め
た
市
民
憲
章
で

す
。

　

中
学
生
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
募

集
し
、
市
民
憲
章
懇
談
会
で
草
案

を
作
成
し
、
一
年
が
か
り
で
完
成

し
た
６
条
か
ら
な
る
条
文
で
す
。

魅
力
あ
る
安
全
安
心
な
ま
ち
、
笑

顔
と
思
い
や
り
の
あ
る
快
適
な
ま

ち
、
文
化
を
育
む
夢
と
希
望
の
ま

ち
。
そ
ん
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め

に
定
め
た
市
民
憲
章
は
、
市
内
の

小
中
学
校
と
地
区
公
民
館
に
掲
示

し
て
あ
り
ま
す
。

市
長
日
記
28

７
月
３
日
（
日
）

市
民
活
動
と
市
民
憲
章

今
泉 

文
彦

文
と
写
真

▲「歯と口腔の健康づくり推進条例」記念式典にて



　　ジオパーク

第４回　
盆地の縁をめぐる

（龍神山から不動峠）

▲龍神山～不動峠付近案内図

２億年をさかのぼる石岡市の大地の物語を訪ねる歩き書きのシリーズ。
全８回の掲載です。

いしおかの
大地を歩く

　

柿
岡
を
中
心
に
八
郷
盆
地
が
広

が
る
。
ぐ
る
っ
と
ま
わ
り
を
山
が

囲
ん
で
い
る
こ
と
が
八
郷
盆
地
の

風
景
の
魅
力
で
、
だ
だ
っ
広
い
関

東
平
野
の
風
景
と
は
好
対
照
で
あ

る
。
西
側
の
山
並
み
は
、
筑
波
山

か
ら
雨
引
山
ま
で
は
花
こ
う
岩
や

は
ん
れ
い
岩
と
い
っ
た
マ
グ
マ
由

来
の
岩
石
が
作
っ
て
い
る
。
一
方

そ
の
東
側
の
山
並
み
は
、
主
に
変

成
岩
（
筑
波
変
成
岩
）
か
ら
で
き

て
い
る
。

　

変
成
岩
は
ジ
ュ
ラ
紀
の
海
底
に

た
ま
っ
た
泥
や
砂
の
地
層
が
変
化

し
て
で
き
た
も
の
だ
。
竜
は
竜
で

も
恐
竜
が
い
た
時
代
、
大
陸
の
縁

に
作
ら
れ
た
こ
の
地
層
が
現
在
日

本
列
島
の
屋
台
骨
を
作
っ
て
い

る
。
県
内
で
は
八
溝
山
地
の
地
層

が
こ
れ
に
あ
た
り
、
筑
波
山
周
辺

で
は
地
下
の
温
度
や
圧
力
を
受
け

て
結
晶
質
の
岩
石
に
な
っ
て
い

る
。
石
岡
付
近
で
最
も
東
に
見
ら

れ
る
の
が
龍
神
山
・
波
付
岩
❶
に

な
る
。

　

恋
瀬
川
を
挟
ん
だ
対
岸
の
権
現

山
❷
も
龍
神
山
と
良
く
似
た
岩
石

が
露
出
す
る
。
細
か
な
雲
母
の
ぎ

ら
っ
と
し
た
光
沢
が
あ
り
、
黒
雲

母
が
集
ま
っ
た
ゴ
マ
粒
の
よ
う
な

斑
紋
が
見
ら
れ
る
。
権
現
山
か
ら

は
地
平
線
を
一
望
で
き
る
。
尾
根

は
権
現
山
城
と
い
う
中
世
の
山
城

の
跡
で
、
二
重
に
築
か
れ
た
土
累

や
空
堀
が
残
っ
て
い
る
。

　

尾
根
伝
い
に
浅
間
山
❸
が
あ

る
。
テ
レ
ビ
中
継
塔
が
建
て
ら
れ

て
い
る
山
頂
は
ど
こ
か
ら
で
も

尖
っ
て
見
え
る
。
こ
れ
は
変
成
岩

が
山
頂
を
作
り
浸
食
に
耐
え
て
い

る
か
ら
だ
。
南
側
は
花
こ
う
岩
が

分
布
し
て
お
り
県
立
中
央
青
年
の

家
❹
に
か
け
て
は
、
な
だ
ら
か
な

地
形
と
な
っ
て
い
る
。
三
ツ
石
森

林
公
園
❺
周
辺
に
は
こ
の
花
こ
う

岩
を
小
規
模
に
採
石
し
た
跡
が
多

数
あ
る
。
ま
た
変
成
岩
は
か
つ
て

採
石
さ
れ
て
い
て
、
跡
地
に
雪
入

ふ
れ
あ
い
の
里
公
園
❻
が
あ
り
、

園
内
で
岩
石
の
観
察
が
で
き
る
。

採
石
さ
れ
て
い
な
い
所
で
も
尾
根

の
南
側
が
急
な
の
は
浅
間
山
と
同

じ
理
由
だ
。

　

朝
日
峠
東
側
の
砂
利
敷
き
の
駐

車
場
❼
か
ら
は
、
関
東
平
野
に
広

が
る
台
地
と
そ
れ
を
刻
む
河
川
や

谷
津
、
湖
を
一
望
に
し
、
地
域
の

地
形
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
北

側
の
椚

く
ぬ
ぎ
だ
い
ら

平
林
道
に
は
変
成
岩
が

露
出
し
て
お
り
、
鉱
物
の
粒
が
粗

く
な
り
、
黒
雲
母
の
ゴ
マ
粒
が
消

え
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
尾
根
沿
い

目指せ！筑波山地域ジオパーク！
　ジオパーク（Geo Park）の「ジオ（Geo）」は、「大
地」や「地球」という意味。筑波山地域６市が、
連携してジオパークの認定を目指しています。

に
筑
波
山
ま
で
観
光
道
路
が
続
く

が
、
岩
石
の
露
出
は
良
く
な
い
。

不
動
峠
❽
を
越
え
る
県
道
沿
い
に

露
出
す
る
岩
石
は
更
に
粒
が
粗
く

な
っ
て
い
る
。
変
成
岩
の
鉱
物
の

粒
の
大
き
さ
や
組
織
の
変
化
、
含

ま
れ
る
鉱
物
の
組
み
合
わ
せ
か

ら
、
西
側
ほ
ど
よ
り
温
度
が
高
い

地
下
深
く
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
辺
り
の
山
は
暖
地
性
植
物

も
多
く
自
然
が
豊
か
な
所
だ
。山
歩

き
も
楽
し
み
た
い
方
は
朝
日
里
山

学
校
❾
な
ど
を
足
が
か
り
に
し
て
、

一
日
楽
し
む
の
も
良
い
だ
ろ
う
。

文　環境省委嘱
　   自然公園指導員           
       矢野徳也

案内図❼の朝日峠展望公園から見える景色は
絶景ですよ
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春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

５
月
22
・
29
日
・
石
岡
運
動
公
園

優　

勝
／
ブ
レ
イ
ド

第
19
回
市
長
杯

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

５
月
29
日
・
石
岡
運
動
公
園

優　

勝
／
フ
ラ
ワ
ー
ズ

男
子
の
部　

優　

勝
／
八
郷
ク
ラ
ブ

第
５
回
議
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

６
月
３
日
・
石
岡
運
動
公
園

男
子
優
勝
／
内
田
勇

女
子
優
勝
／
服
部
幸
恵

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
市
長
杯

サ
ッ
カ
ー
大
会

６
月
11
日
・
石
岡
運
動
公
園

４
年
生
の
部

優　

勝
／
Ｆ
Ｃ
石
岡

５
年
生
の
部

優　

勝
／
Ｆ
Ｃ
石
岡

６
年
生
の
部

優　

勝
／
Ｆ
Ｃ
石
岡

第
21
回
石
岡
市
レ
デ
ィ
ー
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

６
月
５
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

種
目
Ａ
優
勝

小
島
真
奈
美
・
稲
毛
幸
子
（
岩
間
）

種
目
Ｂ
優
勝

前
田
沙
恵
子
・
木
村
美
香（
東
国
府
）

種
目
Ｃ
優
勝

岩
崎
明
代
・
根
本
典
子
（
八
郷
）

第
５
回
石
岡
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会

会
長
杯

６
月
11
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

シ
ニ
ア
男
子
優
勝
／
本
多
幸
雄

ゴ
ー
ル
ド
男
子
優
勝
／
石
毛
祥

女
子
優
勝
／
高
橋
ち
が
子

第
10
回
石
岡
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

５
月
26
日
・
サ
ミ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

男
子
優
勝
／
岡
野
智
弘

女
子
優
勝
／
上
村
ひ
ろ
み

スポーツ　　

石岡運動公園　　　　　☎ 26-7210
八郷総合運動公園　　　☎ 43-6884
石岡海洋センター　　　☎ 23-5191
柏原野球公園管理事務所     ☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設　☎ 43-6884

結　

果

スポーツ
情報

focus スポーツに関する話題をご紹介

　　緑の中を颯爽とサイクリング新

　6月 11 日、春季市民サイクリングが行われ
当日は 29人が参加。サイクリングは、車で移
動していては気づかない景色、季節ごとの空気
を味わえるのが醍醐味。夏日を思わせる気候の
中、恋瀬川サイクリングコースを走りました。
その後、つくばねオートキャンプ場へ向かい、
イチゴジャム作り体験、昼食にはバーベキュー
を行いました。

ポーツ推進委員協議会功労者に表彰

　石岡市には、各種スポーツ教室や実技指導を
行う 32人のスポーツ推進委員がいます。
　５月 19日、長年、スポーツ推進委員を務め
る川﨑百代さん（写真中央）新田均さん（写真
左）廣瀬正身さん（写真右）が、これまでの功
績を認められ、県協議会から功労者表彰を受け
ました。
　受賞おめでとうございました。

ス

スポーツ大会 イベント

スポーツ振興

▲石岡市体育協会ゴルフ
部より大会時のチャリ
ティ 33,266 円が寄付さ
れました。

▲サイクリングを楽しむ参加者 ▲表彰を受けたスポーツ推進委員の皆さん
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こころといのちの電話相談
▶こころの悩み事などに専門の
相談員が電話で相談に応じます。
毎月第２火曜日
受付時間
午前９時～正午
午後１時～４時

　　健康

健 康
ガイド

石岡保健センター
☎ 24-1386　ＦＡＸ 24-4638 
八郷保健センター
☎ 43-6655　ＦＡＸ 44-1492

■
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

日
時
／
９
月
７
日
（
水
）
〜
10
日

（
土
）

［
午
前
の
部
］
※
乳
が
ん
検
診
の
み

午
前
10
時
〜
10
時
30
分
受
け
付
け

［
午
後
の
部
］

午
後
０
時
20
分
〜
１
時
10
分
受
け

付
け

※
９
月
７
日
は
午
後
の
み
で
、
子

宮
が
ん
検
診
の
み
に
な
り
ま
す
。

場
所
／
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

検
査
項
目
／
1
子
宮
が
ん
検
診

（
20
歳
以
上
対
象
）
2
乳
が
ん
検

診
（
超
音
波
）（
30
歳
以
上
対
象
）

3
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
）（
40
歳
以
上
対
象
）

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
昨
年
受
診

し
て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。

定
員
／
各
日
子
宮
が
ん
：
１
０
０

人
、
乳
が
ん
：
70
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
８
月
17
日
（
水
）
か

ら
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま

た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し

込
み
。

医
療
機
関
で
検
診
を
受
け
る
場
合

▼
各
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
受

診
券
を
発
行
し
ま
す
。

発
行
期
限
／
平
成
29
年
２
月
28
日

（
火
）
ま
で
※
受
診
券
の
有
効
期

間
は
発
行
日
よ
り
１
か
月
間

■
健
康
診
査
（
地
区
健
診
）

日
時
・
場
所
／

・
８
月
１
日
（
月
）
林
地
区
公
民
館

・
８
日
（
月
）八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
／

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

健
診
項
目
／
【
39
歳
以
下
】 

健
康

診
査
【
40
歳
以
上
】
特
定
健
康
診

査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
大

腸
が
ん
検
診
（
検
診
当
日
検
査
容

器
を
配
付
）【
50
歳
以
上
男
性
】

前
立
腺
が
ん
検
診

■
要
件
該
当
で
費
用
が
無
料

▼
次
の
①
〜
⑤
に
該
当
す
る
場
合

は
健
康
診
査（
特
定
健
診
を
除
く
）

と
が
ん
検
診
が
無
料
で
す
。

①
健
（
検
）
診
日
現
在
、
生
活
保

護
法
に
よ
る
被
保
護
者

②
当
該
年
度
分
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
（
世
帯
全
員
が
非
課
税
）

③
障
が
い
の
重
度
判
定
者

④
70
歳
以
上
の
者

⑤
65
〜
69
歳
で
後
期
高
齢
者
の
健

康
診
査
受
診
券
が
届
い
た
人

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
二
種
混
合
予
防
接
種

対
象
者
／
市
内
小
学
６
年
生

接
種
時
期
／
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
の
接
種
を
勧
め
ま
す
。

■
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

　
　
　
　
　
　
　
　（２
期
）

対
象
者
／
平
成
29
年
４
月
に
小
学

校
入
学
の
人
※
年
長
児
（
平
成
22

年
４
月
２
日
〜
23
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）

接
種
時
期
／
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
（
時
期
を
過
ぎ
る
と
全
額
自

費
に
な
り
ま
す
）

　

対
象
者
に
は
４
月
上
旬
に
案
内

を
郵
送
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）
で
す
。

■
日
本
脳
炎
予
防
接
種

接
種
回
数
は

　
　不
足
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

▼
平
成
17
年
か
ら
の
積
極
的
推
奨

の
差
し
控
え
に
よ
り
、
日
本
脳
炎

の
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
を
逸

し
た
人
に
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
。

①
平
成
７
年
４
月
２
日
～

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人　
　

▼
20
歳
に
な
る
ま
で
４
回
を
定
期

接
種
と
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
平
成
19
年
４
月
２
日
～

21
年
10
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
「
生
後
６
か
月
か
ら
90
か
月
未

満
」
も
し
く
は
「
９
歳
か
ら
13
歳

未
満
」
の
期
間
に
不
足
回
数
を
定

期
接
種
と
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
こ
こ
ろ
の
温
度
を

　
　
　測
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

▼
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
は
、
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て

気
軽
に
ス
ト
レ
ス
や
落
ち
込
み
度

を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。
個
人
情
報
の
入
力
は
不
要
で

す
。
自
身
の
心
の
健
康
状
態
が
簡

単
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
ほ
か
に
、

「
家
族
モ
ー
ド
」「
赤
ち
ゃ
ん
マ
マ

モ
ー
ド
」
も
利
用
で
き
ま
す
。

☜
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は

   https://fishbow
lindex.jp/

ishioka/

健
（
検
）
診

か
ら
だ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

相
談
室
（
要
予
約
）

▼
リ
ハ
ビ
リ
と
運
動
の
専
門

家
で
あ
る
理
学
療
法
士
が
か

ら
だ
の
状
態
を
評
価
し
、
皆

さ
ん
に
あ
っ
た
体
操
な
ど
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
日
程

や
内
容
な
ど
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ＨＰ

予
防
接
種
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みんなのひろば

ま
ち
か
ど
祭
り
面
展

萩
原 

寛
／
沼
田 

耕
・
作

日
時
／
８
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　

〜
９
月
４
日（
日
）

８月のコミュニティ

－協働で取り組む現場から－
レポートNo.14
ブックスタート

■問い合わせ
中央図書館　☎ 24‒1507

ギャラリー

　
　
　

   

本
を
開
い
て
読
ん
で    

　
　
　
　

あ
げ
る
と
、
４
か
月

の
赤
ち
ゃ
ん
が
目
で
追
っ
た
り
、

笑
っ
た
り
、
そ
ん
な
反
応
が
嬉
し

い
ん
で
す
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、
絵

本
を
通
し
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い

を
持
つ
き
っ
か
け
を
作
る
活
動

で
、
１
９
９
２
年
に
イ
ギ
リ
ス
で

始
ま
り
ま
し
た
。

　

石
岡
市
で
は
平
成
25
年
度
か
ら

４
か
月
児
健
診
時
に
、
赤
ち
ゃ
ん

へ
の
読
み
聞
か
せ
や
絵
本
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
を
担
う
の
は
30
人
の
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

「
早
期
教
育
で
は
な
い
ん
で
す
。

お
も
ち
ゃ
と
同
じ
よ
う
に
絵
本
に

も
親
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
」
と
話

す
の
は
代
表
の
山
田
英
子
さ
ん
。

「
読
ん
で
あ
げ
て
い
る
つ
も
り
で

い
た
け
ど
、
実
際
に
は
、
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
読
み
聞
か
せ
に
は
、
不
思
議

な
力
が
あ
り
ま
す
ね
」
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

健
診
時
に
は
、
２
冊
の
本
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
お
家
で
も
、
ぜ
ひ
読
み

聞
か
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

「
絵

▲全身で絵本を楽しむ赤ちゃん。ページをめ
くる楽しさ、読む楽しさを味わいます。

地域の元気の
出発点

開館時間 　
午前 10時～午後８時
休館日　木曜日
問い合わせ　☎ 27-5171

まちかど
情報センター
ニュース

▲赤ちゃんの一生懸命なまなざし。読んでる
方も不思議と力が湧いてきます。

歴
ま
ち
フ
リ
ー
カ
フ
ェ　

▼
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
て
、

自
由
に
ト
ー
ク
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。（
予
約
不
要
）

日
時
／
８
月
８
日
（
月
）・
22

日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

第２・４月曜開催 パソコン教室

初心者歓迎

仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ

▼
パ
ソ
コ
ン
を
学
び
合
い
、
パ

ソ
コ
ン
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
８
月
５
・
19
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時

〜
３
時
・
午
後
３
時
〜
５
時

資
料
代
／
５
０
０
円

第 1水曜日開催

サ
ン
ド
市
（
３
・
土
・
市
）

▼
園
芸
品
や
新
鮮
野
菜
な
ど

を
販
売
。
出
店
者
募
集
中
。

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所
／
香
丸
・
中
町
・
御
幸

通
り
の
参
加
店
前
・
ま
ち
か

ど
情
報
セ
ン
タ
ー

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

▼
新
鮮
野
菜
や
手
づ
く
り
品

の
販
売
。
出
店
者
募
集
中
。

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
（
今
月
は
３
日
）

心
と
体
の
健
康
相
談

　

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時

30
分
〜
午
後
１
時

折
り
紙
教
室

　27
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物

　第
１
・
３

土
曜
日　

午
後
１
時
か
ら

今月は 20日です

　散
歩
の
つ
い
で
に
、
血

圧
を
測
り
に
き
ま
せ
ん

か
？
涼
し
い
館
内
で
お
茶

と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

恐怖のお化け屋敷
子どもたちが本気で
作ったお化け屋敷は、
8月 7日（日）まで。
午後 2時～５時公開

おかめ、ひょっ
とこ。ユニー
クな表情の面
の展示

夏休みプロジェクト

暑い夏にヒンヤリ
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　　みんなのひろば

探訪

まち子ども×図書館
楽しいおはなし会開催中

▲中住さん親子

◀４か月児健診時のブックス
タートで、図書館のおはなし
会を知って、参加するように
なりました。七夕の織姫と彦
星など、季節感のあるお話を
聞かせてくれるのがうれしい
です。

図
書
館
に
来
る
き
っ
か
け
を

「
子
ど
も
を
連
れ
て
図
書
館
に

行
っ
た
ら
迷
惑
か
な
…
」

「
子
ど
も
が
騒
い
で
し
ま
わ
な
い

か
心
配
。
行
き
た
い
け
ど
行
き
に

く
い
…
」

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
か
ら
、

そ
ん
な
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
図
書
館
は
静
か
に
本
を
読

む
と
こ
ろ
だ
か
ら
と
、
遠
慮
し
て

し
ま
う
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

図
書
館
で
は
「
子
ど
も
た
ち
が

図
書
館
に
来
る
き
っ
か
け
」
を
作

ろ
う
と
、
お
は
な
し
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。

子
ど
も
と
図
書
館
に
行
こ
う

　

毎
月
、
中
央
図
書
館
で
は
「
お

は
な
し
玉
手
箱
」、「
ひ
よ
こ
の
お

は
な
し
か
い
」、「
お
は
な
し
会
」

の
３
つ
の
お
は
な
し
会
を
、
中
央

公
民
館
で
は
「
お
は
な
し
フ
レ
ン

ズ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
は
な
し
会
は
、
乳
幼
児
か
ら

参
加
で
き
ま
す
。

図
書
館
つ
う
し
ん
で
チ
ェ
ッ
ク

　

お
は
な
し
会
の
日
程
は
、
毎
月

「
図
書
館
つ
う
し
ん
」
の
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
で
チ
ェ
ッ
ク
！

絵本を開く楽しさ、おはなしを聞く面白さ、
子どもたちに「わくわく」を伝える時間と
場所があります。

▲中住さん親子

\七夕飾りつくったよ /

▲萩原さん親子

◀おはなし会に参加した後は
娘用の図書館利用カードで紙
芝居や絵本を借りています。
都合があえば月に3回くらい
参加。絵本がたくさんあるの
で、いろんな本を読んであげ
られるのがうれしいですね。

ホームページから
　　　　　　蔵書の検索ができます
「読みたい本をゆっくりと探す時間がない…」
という人のために、中央図書館のホームペー
ジから蔵書を検索できます。貸出中の本は予
約することができます。育児の合間に、読書
で気分転換してみては？

おはなし会に参加してみて

◀声色を変えたり、
歌ったり。読み聞かせ
は子どもだけでなく大
人も自然と笑顔に。
　一緒に笑ったり、驚
いたり、読み聞かせは
親子の時間と絆を作っ
てくれますよ

検索ページは
QRコードから

\ 図書館利用カードは
　　0歳から作れます /

※ホームページから
の予約にはパスワー
ドが必要です。パス
ワードは窓口で発行
します。
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文化　　

図書館
つうしん

■問い合わせ
中央図書館　☎ 24-1507
　 http://lib.city.ishioka.lg.jp

時の
記憶

シリーズ 127
文化振興課
☎ 43-1111（内線 1324）

近
年
の
調
査
成
果
か
ら

東
田
中
遺
跡
の
石せ
き
と
う塔
埋
納
遺
構

　

石
岡
地
区
の
東
田
中
遺
跡
で
は

国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
う

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
縄
文
時
代
の
貝
塚
や
古
墳

時
代
の
集
落
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
戦
国
時
代
で
は
写
真
の
よ

う
な
石
塔
（
宝
ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
や
五ご
り
ん
と
う
輪
塔
）

が
埋
納
さ
れ
た
跡
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
来
は
立
て
ら
れ
て
い

る
石
塔
。
そ
れ
が
な
ぜ
か
埋
納
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

石
塔
の
部
材
と
と
も
に
16
世
紀

後
半
か
ら
17
世
紀
前
半
の
土
器
が

出
土
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ

の
時
期
に
石
塔
は
埋
納
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

戦
国
時
代
の
石
岡
は
、
府
中
城
の

大だ
い
じ
ょ
う掾

氏
が
治
め
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
南
に
は
小
田
氏
、
北
に
は

江
戸
・
園
部
氏
が
お
り
、
攻
防
を

繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
大
掾
氏
は
三
村
城
や
取
手
山
館

（
小
美
玉
市
）
と
い
っ
た
出
城
を
築

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
５
７
４

年
に
は
三
村
城
が
、
１
５
８
８
年

に
は
取
手
山
館
が
落
城
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
し
て
、
１
５
９
０
年
、

佐
竹
氏
に
よ
っ
て
府
中
城
も
攻
略

さ
れ
、
大
掾
氏
は
滅
亡
。
石
岡
は

佐
竹
氏
の
支
配
下
に
な
り
ま
す
。

　

石
塔
が
埋
納
さ
れ
た
の
は
ま
さ

に
こ
の
時
代
。
佐
竹
氏
の
支
配
下

に
な
っ
た
と
き
、
東
田
中
の
人
々

は
地
区
に
あ
っ
た
石
塔
を
集
め
、

先
亡
者
を
供
養
し
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

東
田
中
遺
跡
を
は
じ
め
と
す
る

近
年
の
戦
国
時
代
の
調
査
成
果
の

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

▼
カ
ー
ナ
ビ
が
な
ぜ
「
目
的
地
ま

で
の
い
ち
ば
ん
近
道
」
を
教
え
て

く
れ
る
の
か
を
、
ク
イ
ズ
形
式
な

ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
楽
し
く
学

び
ま
す
。

日
時　

８
月
21
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

参
加
費　

無
料

講
師　

本
堂 

一
郎 

氏

（
お
も
し
ろ
理
科
先
生
登
録
講
師
）

対
象　

小
学
３
・
４
年
生

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

８
月
２
日
（
火
）
か

ら
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
休
館
日
を
除
き
ま
す
。

こ
ど
も
の
た
め
の
図
書
館

に
名
前
を
つ
け
て
ね
！

▼
平
成
29
年
４
月
１
日
、
駐
車
場

地
に
増
設
す
る
建
物
に
児
童
室
部

分
が
移
り
ま
す
。
愛
さ
れ
、
親
し

ま
れ
る
よ
う
、
市
内
小
中
学
生
か

ら
増
設
す
る
建
物
の
名
前
を
募
集

し
ま
す
。
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

※
応
募
用
紙
は
、
各
小
中
学
校
、

中
央
図
書
館
ま
た
は
中
央
公
民
館

図
書
室
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

応
募
対
象　

市
内
小
中
学
生

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
記
載
し

て
、
各
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

応
募
締
切　

９
月
２
日
（
金
）

そ
の
他

・
作
品
は
１
人
に
つ
き
１
点
ま
で
。

　
（
作
品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
）

・
名
前
は
15
文
字
以
内
で
。

　
（
ひ
ら
が
な
、カ
タ
カ
ナ
、漢
字
、

　

数
字
が
使
用
で
き
ま
す
）

・
子
ど
も
と
一
緒
に
考
え
た
家
族

　

の
作
品
も
応
募
で
き
ま
す
。

　図書館職員やボランティ
アによる「絵本の読み聞か
せ」・「紙芝居」・「パネルシア
ター」などを行っています。

中央図書館 ２階視聴覚室
《８月のおはなし玉手箱》
・６日（土）　　
午前 10 時 30 分から

《８月のひよこのおはなしかい》
・11 日（木）　    
午前 10 時 30 分から

《８月のおはなし会》
・20 日（土）       
午前 10 時 30 分から

中央公民館
《８月のおはなしフレンズ》
・13 日（土）        
午後２時 30 分から

※赤ちゃんから大人まで
誰でも参加できます

（30 分程度）

８月の
休館日

  １日     ８日
12 日    15 日
22 日    29 日

楽しいおはなし会
お
も
し
ろ
理
科
実
験

「
カ
ー
ナ
ビ
っ
て
ど
う
し

て
道
案
内
で
き
る
の
？
」

日時 ／８月27日（土）午前 10 時から
場所／常陸風土記の丘研修室
定員／先着 50 人　（当日入園無料）

◆文化財調査報告会
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　　文化

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文芸
いしおか

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

部　

原　

久
保
田
好
子

定
員
を
守
る
船
頭
花
菖
蒲

北
府
中　

髙
木　

忠
雄

で
で
虫
と
な
り
て
朝
か
ら
考
え
る

東
光
台　

野
村　

洋
子

閉
校
の
校
歌
の
山
河
み
ど
り
濃
し

東
光
台　

森　

ま
さ
え

梅
雨
兆
す
本
の
散
ら
ば
る
寝
床
か
な

総　

社　

山
口
美
津
子

菜
の
花
や
背
き
し
子
等
も
児
の
親
に

や
さ
と
俳
句
会

細　

谷　

松
崎　

淑
子

ひ
と
と
き
の
小
町
の
里
の
夏
座
敷

柿　

岡　

吉
田　
　

進

な
ま
め
く
や
紅
一
点
の
蛇
苺

下　

林　

櫻
井　

衛
人

静
か
さ
よ
小
町
の
墓
の
梅
雨
晴
間

石
岡
短
歌
同
好
会

高　

浜　

大
嶋　

全
江

吟
行
に
今
年
も
来
た
り
「
つ
く
ば
ね
」

に
万
緑
と
言
ふ
気
合
ひ
の
有
り
き

東
石
岡　

田
村　

満
佐

天
災
も
人
災
も
あ
り
安
全
も
安
心

も
な
き
日
を
生
き
て
ゐ
る

旭　

台　

井
上
ミ
チ
子

友
の
ぐ
ち
言
葉
惜
し
ま
ず
励
ま
せ
り

其
の
ま
ま
わ
れ
に
言
い
聞
か
せ
つ
つ

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

二
十
余
年
共
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
せ
し

友
が
け
ふ
子
の
許
へ
行
く
を
見
送
る

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

見
に
行
か
う
と
子
に
連
れ
出
さ
れ

新
緑
の
小
川
道
ゆ
く
新
空
港
へ

八
郷
短
歌
会月　

岡　

菱
沼
む
免
子

梅
雨
晴
れ
に
露
を
宿
せ
し
花
菖
蒲

う
す
紫
の
彩
り
愛
し

片　

野　

小
野
瀬
も
と

綿
雲
の
流
る
る
そ
の
下
雀
ら
の
飛

ば
さ
る
る
如
よ
ぎ
り
て
行
け
り

柿　

岡　

小
林　

渥
子

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
変
り
し
こ
と
に

気
付
く
ま
で
間
の
あ
り
テ
レ
ビ
の

ド
ラ
マ
見
て
ゐ
て

石
岡
俚
謡
会下　

林　

白
井
冨
喜
江

緑
鮮
や
か　

野
山
の
ツ
ツ
ジ

　
　

子
等
と
楽
し
む　

水
の
味

府　

中　

稲
田　

す
み

今
朝
は
新
茶
で　

至
福
の
和
菓
子

　
　

昨
日
届
い
た　

京
み
や
げ

貝　

地　

前
島
く
に
子

祖
父
の
自
慢
の　

手
も
み
の
新
茶

　
　

慣
れ
た
手
つ
き
の　

見
せ
所

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

踏
ま
れ
な
が
ら
も　

根
強
く
耐
え
て

　
　

や
が
て
花
咲
く　

春
の
草

府　

中　

小
川
野　

蛙

庭
で
初
摘
み　

ハ
ー
ブ
の
お
茶
を

　
　

淡
い
緑
の　

風
と
飲
む

国　

府　

島
田
雪
う
さ
ぎ

筑
波
山
麓　

緑
の
景
色

　
　

青
田
軽
　々

飛
ぶ
ツ
バ
メ

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

木
々
の
緑
に　

元
気
を
も
ら
い

　

ペ
ダ
ル
踏
む
足　

湧
く
力

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

ネ
ッ
ト
脳
ト
レ　

散
歩
は
楽
し

　
　

元
気
白
寿
を　

目
指
し
た
い

俳
句

大　

塚　

松
岡　

元
義

老
い
て
知
る
抱
き
容
れ
て
こ
そ
苦

や
去
ら
め北

府
中　

大
村　

み
ち
ゑ

梅
雨
に
入
る
山
門
み
ご
と
手
彫
竜

短
歌

山　

崎　

荒
井　

幸
子

梅
雨
ら
し
き
雨
降
り
注
ぎ
よ
う
や
く

に
胡
瓜
の
び
や
か
蔓
伸
ば
し
ゆ
く

東
成
井　

小
島　

せ
ん

大
手
毬
小
手
毬
の
ご
と
雨
の
中
ひ

と
き
わ
映
ゆ
る
紫
陽
花
の
は
な

山　

崎　

鈴
木　

君
江

人
の
手
に
委
ね
し
水
田
青
々
と
育

つ
を
見
れ
ば
心
晴
れ
ゆ
く

柴　

内　

飯
嶋　

よ
う

「
下
手
鳴
き
」
と
聞
け
ど
も
う
れ
し
移

り
来
て
隣
り
の
藪
に
啼
く
う
ぐ
い
す

柴　

内　

羽
生　
　

俊

熊
本
の
地
震
災
害
思
ふ
な
り
家
で

住
め
な
い
被
災
者
な
り
し

●
石
岡
三
曲
協
会

・
三
曲
合
奏
温
習
会

（
箏こ

と
・
三
味
線
・
尺
八
の
合
奏
）

日
時　

８
月
６
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

場
所　

若
松
町
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

　

川
村
☎
２
２
・
２
５
９
７

●
石
岡
市
八
郷
硯
友
会

・
第
27
回
書
展

（
市
内
各
会
派
合
同
の
書
道
展
。
学

生
の
作
品
約
２
０
０
点
も
展
示
）

日
時　

８
月
18
日（
木
）～
23
日（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
18
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
23
日

は
午
後
４
時
ま
で

場
所　

中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

　

助
川
☎
４
２
・
３
０
３
９

文化協会
だより

　　　　　　　　２７　　広報いしおか８月１日号　№２６０



小椋 陸
りく と

叶ちゃん（９か月）

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

小池　亮
りょう

ちゃん（５歳５か月）

わが家のアイドル

平成28年8月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

てき

材
料
（
５
人
分
）

鶏
む
ね
肉
２
４
０ｇ
（
小
１
枚
）

Ａ　

酒
大
さ
じ
１
・
塩
小
さ
じ

⅓
・
こ
し
ょ
う
少
々
・
片
栗
粉
大

さ
じ
１

パ
プ
リ
カ
（
赤
・
黄
）
各
30ｇ

レ
ン
コ
ン
１
０
０ｇ
・
ナ
ス

１
０
０ｇ
・
レ
モ
ン
½
個

Ｂ　

砂
糖
大
さ
じ
½
・
水
50
㏄
・

　
　

片
栗
粉
小
さ
じ
１

油 

適
量
・
レ
タ
ス
30ｇ
（
２
枚
）

　　　　やわらかむね肉と野菜のレモンあん

作
り
方

①
パ
プ
リ
カ
、
な
す
は
乱
切
り
、

れ
ん
こ
ん
は
０
・
５
㎝
厚
さ
の
半

月
切
り
、
レ
タ
ス
は
太
め
の
千
切

り
に
す
る
。
レ
モ
ン
は
ス
ラ
イ
ス

を
２
枚
と
り
、
い
ち
ょ
う
切
り
に

し
、残
り
は
汁
を
大
さ
じ
１
絞
る
。

②
鶏
む
ね
肉
は
繊
維
を
切
る
よ
う

に
一
口
大
の
そ
ぎ
切
り
に
し
、
Ａ

を
も
み
こ
む
。

③
れ
ん
こ
ん
は
１
７
０
℃
の
油
で

揚
げ
、
１
分
程
で
パ
プ
リ
カ
と

な
す
を
加
え
て
揚
げ
る
。
油
を

１
８
０
℃
に
上
げ
、
鶏
む
ね
肉
を

１
分
半
ほ
ど
揚
げ
る
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
Ｂ
と
レ
モ
ン
汁

を
合
わ
せ
て
火
に
か
け
、
と
ろ
み

を
つ
け
、
鶏
む
ね
肉
、
野
菜
、
い

ち
ょ
う
切
り
の
レ
モ
ン
を
加
え
て

和
え
る
。

⑤
器
に
レ
タ
ス
を
敷
き
、
④
を
盛

り
付
け
る
。

幸せは食事から
ヘルスメイトの
レシピ紹介

若松３
いつも笑顔でみんなを幸せな
気持ちにしてくれる陸叶で
す !! 陸叶が笑顔でいられる
よう頑張るね。

高浜
ちびっこだけど、とっても頑
張り屋さん。チャレンジ精神
旺盛です。モリモリ食べて大
きくなってね。

〈表紙の写真〉
　６月 20日、葦穂地区にある足立正徳さんのほ場を訪れ、梨の育成状況と
病害虫の有無を見て回る作業を取材しました。撮影したものはハウスで栽培
した「幸水」という品種で、６月下旬から７月上旬の早い時期に出荷されま
す。露地ものは８月上旬からの出荷で、豊水、あきづき、新高など品種を変
えながら 10月中旬まで出荷作業が続きます。

りくと

栄
養
成
分
（
１
人
分
）

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
８
７
㎉
、

野
菜
58ｇ
、
塩
分
０
・
５ｇ
）
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